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平
成
25
年
度　

予
算
概
要
を
お
知
ら
せ

「
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
重
点
配
分

　
平
成
25
年
度
の
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
、
市
税
収
入
が
減

少
と
な
る
見
込
み
の
中
で
引
き
続
き
、『
住
ん

で
よ
し
、
働
い
て
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
「
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」』を
政
策
目
標
に
掲
げ
、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」「
市
民
に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
」
の

３
つ
を
重
点
項
目
と
し
て
予
算
を
編
成
す
る

と
と
も
に
、
本
年
度
は
市
制
施
行
70
周
年
と

い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
記
念
事
業
に
関
す

る
予
算
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
踏
ま
え
、

24
年
度
３
月
補
正
予
算
と
連
動
さ
せ
、
切
れ

間
な
く
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
「
13
ヶ
月
予
算
」
と
し

て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
３
４
０
億
８
，
３
８
５
万

円
（
対
前
年
度
予
算
比
１
・
４
％
の
減
）、
特

別
会
計
は
、
２
９
１
億
４
２
８
万
円
（
同
５
・

９
％
の
増
）
で
総
額
６
３
１
億
８
，
８
１
３

万
円
（
同
１
・
８
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　「
13
ヶ
月
予
算
」
で
は
、
一
般
会
計
３
５
３

億
９
，２
０
４
万
円
、特
別
会
計
２
９
１
億
８
，

４
２
８
万
円
、
総
額
６
４
５
億
７
，
６
３
２

万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の
総
額
は
直
近
10

年
で
は
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た（
主

な
事
業
の
内
容
は
４
・
５
㌻
）。

市
債
・
基
金
の
状
況

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

　
平
成
25
年
度
末
で
の
市
債
残
高
（
市
の
借

金
）
は
約
７
２
９
億
円
、
基
金
残
高
（
市
の

貯
金
）
は
約
１
２
２
億
円
と
な
る
見
込
み
で

す
（
左
表
）。
平
成
24
年
度
末
と
比
べ
る
と
、

交
付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
や
市
民
病
院
建
設
事
業
に
係
る
病
院
事
業

債
の
残
高
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市

債
残
高
は
約
13
億
円
増
加
（
一
般
会
計
２
億

８
千
万
円
増
加
、
特
別
会
計
１
０
億
２
千
万

円
増
加
）
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
基
金

残
高
は
減
少
す
る
財
源
の
補
て
ん
や
都
市
基

盤
の
整
備
、
国
民
健
康
保
険
給
付
費
な
ど
に

活
用
す
る
た
め
、
約
18
億
円
減
少
す
る
見
込

み
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
将
来
に
負
担
を
極
力
先
送
り
し

な
い
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

特
別
会
計　

２
９
１
億　
　

４
２
８
万
円

一
般
会
計　

３
４
０
億
８
，
３
８
５
万
円

一般会計歳出（性質別）

会計別予算規模
区　　　　分 25年度 24年度 伸び率

一 般 会 計 340億8,385万円 345億6,174万円 -1.4%

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 90億5,996万円 91億4,396万円 -0.9%
簡 易 水 道 事 業 6億2,258万円 6億5,043万円 -4.3%
土 地 建 物 造 成 事 業 447万円 422万円 5.9%
貯 木 事 業           782万円 1,502万円 -47.9%
公設地方卸売市場事業 8,773万円 2,053万円 327.3%
下 水 道 事 業    45億6,589万円 48億8,682万円 -6.6%
駐 車 場 事 業          6,917万円 2,448万円 182.6%
介 護 保 険 事 業 81億 451万円 77億9,826万円 3.9%
後期高齢者医療事業 11億8,479万円 11億3,754万円 4.2%

計 237億 692万円 236億8,126万円 0.1%

企
業
会
計

水 道 事 業 28億1,021万円 26億4,647万円 6.2%
病 院 事 業 25億8,715万円 11億6,503万円 122.1%

計 53億9,736万円 38億1,150万円 41.6%
合　　　　　　　計 631億8,813万円 620億5,450万円 1.8%

【国補正関連分を加えた「13 ヶ月予算」】
区分 24年度予算執行分 25年度 合計

一般会計 13億819万円 340億8,385万円 353億9,204万円

特別会計 8,000万円 291億428万円 291億8,428万円

合計 13億8,819万円 631億8,813万円 645億7,632万円

区分
25年度

24年度 伸び率
予算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 56億2,610万円 16.5% 62億2,291万円 -9.6%
扶 助 費 81億2,271万円 23.8% 80億 506万円 1.5%
公 債 費 35億5,939万円 10.5% 36億 606万円 -1.3%

計 173億 820万円 50.8% 178億3,403万円 -2.9%

そ　

の　

他

物 件 費 49億2,830万円 14.5% 43億1,529万円 14.2%
維 持 補 修 費 2億2,725万円 0.7% 2億5,707万円 -11.6%
補 助 費 等 25億6,166万円 7.5% 24億5,932万円 4.2%
積 立 金 9,526万円 0.3% 2億2,023万円 -56.7%
投 資 及 び
出 資 貸 付 金 12億4,550万円 3.6% 8億5,340万円 45.9%

繰 出 金 43億2,419万円 12.7% 41億8,175万円 3.4%
予 備 費 1,000万円 0.0% 1,000万円 0.0%

計 133億9,216万円 39.3% 122億9,706万円 8.9%
普通建設事業費 33億8,349万円 9.9% 44億2,697万円 -23.6%
災 害 復 旧 費 ー ー 368万円 皆減

合　　　計 340億8,385万円 100.0% 345億6,174万円 -1.4%

歳出
【民生費】子ども・高齢者・障害者などの福祉
【土木費】道路や公園の建設・改修など
【総務費】事務管理や庁舎管理、交通安全対策など
【衛生費】健康づくりやごみ処理など
【公債費】借りたお金の返済
【教育費】義務教育や社会教育、スポーツ振興など
【商工費】観光 PR や中小企業への支援など
【消防費】防災対策の強化や消防署の運営など
【農林水産業費】農業・林業・水産業の振興など
【その他】❖議会費…市議会の運営
　　　　  ❖労働費…雇用対策

市債の状況
区　　　分 25年度末見込み 24年度末見込み 増　減

一 般 会 計 349億3,803万円 346億5,935万円 2億7,868万円

特 別 会 計 311億9,718万円 308億6,834万円 3億2,884万円

企 業 会 計 67億9,324万円 60億9,766万円 6億9,558万円

合　　　計 729億2,845万円 716億2,535万円 13億 310万円

▪市債
　道路や公園などの公共施設の整備のために借り入れるお金です。
　返済を長期間分割して行うことで、その年度の財政負担を軽減す
るとともに、公共施設を利用するすべての世代の人に公平に費用を
負担してもらうという意味があります。
　今年度は、子育て交流施設・公立保育所や青葉山ろく公園の整備、
新市民病院の建設などのために活用しています。
　なお、市債の種類によっては、元利償還金のおおむね 20 ～ 100
㌫が交付税として措置される有利なものがあり、それらを中心に借
り入れを行っています。

区　　　分 25年度末見込み 24年度末見込み 増　減

一 般 会 計 87億1,950万円 100億5,805万円 -13億3,855万円

特 別 会 計 34億6,296万円 39億6,753万円 -5億 457万円

合　　　計 121億8,246万円 140億2,558万円 -18億4,312万円

基金の状況

▪基金
　福祉やまちづくりの推進などの目的のために積み立てておく
市の貯金のことです。今年度は、在宅福祉や介護人材の育成と
いった福祉の充実や道路・公園などの都市基盤の整備のほか、
不足する市収入の財源の一部としても活用しています。

歳入
【市税】市民税、固定資産税、軽自動車税など
【国庫支出金】国からの負担金や補助金
【地方交付税】市の財政状況に応じて国から交付されるお金
【市債】市が行う事業の財源として借り入れるお金
【府支出金】府からの負担金や補助金
【諸収入】雑入など

一般会計歳入

歳　入
340 億 8,385

単位：万円

市税
132 億 4,190
（38.9%）

国庫支出金
46 億 3,269
（13.6%）

地方交付税
45 億 8,200
（13.4%）

市債
33 億 7,630
（9.9%）

府支出金
25 億 9,161
（7.6%）

その他
29 億 77
（8.5%）

繰入金
15 億 1,731
（4.5%）

諸収入
12 億 4,127
　（3.6%）

一般会計歳出（目的別）

歳　出
340 億 8,385

単位：万円

民生費
125 億 3,166
（36.8%）

土木費
39 億 1,710
（11.5%）総務費

39 億 629
（11.5%）

衛生費
36 億 3,158
（10.7%）

公債費
35 億 5,939
（10.4%）

教育費
26 億 5,531
（7.8%）

その他
４億 9,354
（1.4%）

消防費
13 億 3,950
（3.9%）

商工費
13 億 8,067
（4.0%）

農林水産業費
６億 6,881
（2.0%）
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①
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

舞
鶴
観
光
ブ
ラ
ン
ド

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業

　
　
　
　
　
　

５
，
２
３
６
万
円

【
観
光
商
業
課
、
文
化
振
興
課
】

　
観
光
産
業
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
効
果
的
か

つ
戦
略
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
す
る
。

◆
ア
セ
ア
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ

イ
ー
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
、
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
と
Ｐ
Ｒ
活

動
を
支
援
（
28
㌻
に
関
連
記
事
）

◆
大
手
広
告
代
理
店
と
連
携
し
、

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
中
心
に
雑
誌

や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
ど
を
活
用

◆
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
全

国
発
信
す
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

◆
首
都
圏
や
阪
神
圏
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

◆
肉
じ
ゃ
が
、
舞
鶴
か
に
●
、
舞

鶴
か
ま
ぼ
こ
●
、
カ
キ
な
ど
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
の
推
進

京
都
舞
鶴
港
ク
ル
ー
ズ
推
進
事
業

１
，
２
０
０
万
円

【
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
、

観
光
商
業
課
】

　
京
都
舞
鶴
港
が
日
本
海
側
拠
点

港
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
併
せ
、

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
に
よ
る
観

光
産
業
へ
の
波
及
と
活
性
化
に
向

け
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

世
界
記
憶
遺
産
登
録
推
進
事
業

１
，
５
０
０
万
円

【
文
化
振
興
課
】

　
引
き
揚
げ
の
史
実
の
継
承
と
平

和
の
尊
さ
を
よ
り
広
く
発
信
す
る

②
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
向
け
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
事
業 　
　

 　

４
５
０
万
円

【
危
機
管
理
・
防
災
課
】

　
防
災
の
原
点
で
あ
る
「
自
助
」

「
共
助
」
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
向
け
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
防
災
に
関
す

る
知
識
の
啓
発
と
市
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
。

◆
掲
載
内
容
…
災
害
時
の
市
の
対

応
や
情
報
伝
達
方
法
、
情
報
入
手

方
法
、
行
う
べ
き
対
応
方
法
の
ほ

か
、
防
災
に
関
す
る
知
識
な
ど
を

掲
載

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
調
査
事
業

２
０
０
万
円

【
企
画
政
策
課
】

　
小
水
力
発
電
や
洋
上
風
力
発
電

な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携

し
調
査
研
究
を
行
う
。

万
願
寺
甘
と
う
振
興
事
業

１
，
７
６
２
万
円

【
農
林
課
】

　
万
願
寺
甘
と
う
の
農
業
経
営
の

基
盤
づ
く
り
と
強
い
ブ
ラ
ン
ド
力

を
確
立
さ
せ
る
た
め
、
生
産
と
消

費
の
支
援
を
行
う
。

◆
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
新
設
経
費
の
補
助

◆
露
地
栽
培
に
必
要
な
支
柱
等
経

費
の
補
助

◆
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
流
通
経

路
を
開
拓

漁
業
の
体
質
強
化
支
援
事
業
費
補

助
金                  

９
８
１
万
円

【
水
産
課
】

　
漁
船
用
燃
油
や
資
材
価
格
の
上

昇
、
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
漁
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
中
、
防
衛
施
設
の
設
置
や

運
用
に
よ
り
影
響
が
あ
る
舞
鶴
湾

地
区
の
漁
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
漁
業
活
動
の
効
率
化
や
水
産

物
の
販
売
促
進
に
関
す
る
取
り
組

み
に
対
し
て
補
助
す
る
。

消
防
施
設
整
備
事
業　
　

８
，
９
３
2
万
円

【
消
防
本
部
】

　
消
防
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、

最
新
鋭
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や

小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
耐
震
性
貯
水

槽
の
整
備
を
行
う
。

通
学
路
等
安
全
道
路
整
備
事
業

７
，
６
０
０
万
円

舞
鶴
地
域
医
療
連
携
機
構
設
立

及
び
同
機
構
事
業
費
等
補
助
金

６
，
７
０
９
万
円

【
保
健
福
祉
企
画
課
】

　
病
院
間
・
病
診
間
な
ど
の
連
携

強
化
と
地
域
医
療
の
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
、
医
師
会
や
各
公
的

病
院
を
は
じ
め
、
医
療
関
係
者
の

協
力
の
も
と
「
一
般
財
団
法
人
舞

鶴
地
域
医
療
連
携
機
構
」
を
設
立
。

　
ま
た
、同
機
構
が
実
施
す
る「
医

療
機
関
等
の
連
携
強
化
」「
救
急

医
療
体
制
の
強
化
」「
医
師
確
保

対
策
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
。

新
市
民
病
院
建
設
事
業

（
病
院
事
業
会
計
）

14
億
７
，
８
４
０
万
円

【
市
民
病
院
】

　
医
療
機
能
の
「
選
択
と
集
中
、

分
担
と
連
携
」
に
よ
る
医
療
再
生

を
図
る
。
ま
た
、
東
西
地
域
の
医

療
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
医
療
体
制

の
構
築
を
図
る
た
め
、
市
民
病
院

を
療
養
病
床
に
特
化
し
、
慢
性
期

医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
移
転
整

備
を
行
う
。

◆
建
設
地
…
舞
鶴
赤
十
字
病
院
隣

接
地
（
倉
谷
地
区
）

◆
建
物
規
模
…
療
養
病
床
１
０
０

床◆
完
成
時
期
…
今
年
度
末

道
路
新
設
改
良
工
事
（
幹
線
道
路

整
備
事
業
、
地
域
間
連
絡
道
路
整

備
事
業
、
地
域
内
道
路
整
備
事
業
）

　

              

５
億
２
０
０
万
円

【
土
木
課
】

◆
幹
線
道
路
を
整
備

◆
周
辺
地
域
と
市
街
地
な
ど
を
結

ぶ
連
絡
道
路
を
整
備

◆
緊
急
車
両
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
車

両
が
進
入
で
き
る
よ
う
集
落
内
の

道
路
を
整
備

介
護
予
防
事
業

（
介
護
保
険
事
業
会
計
）          

３
，
５
３
７
万
円

【
高
齢
者
支
援
課
】

　
可
能
な
限
り
地
域
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
事
業

４
３
７
万
円

【
保
健
福
祉
企
画
課
】

　
災
害
時
の
避
難
行
動
の
と
き
、

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
、
自
力
で
避
難
が
で
き
な
い

人
や
避
難
判
断
が
で
き
な
い
人

（
災
害
時
要
援
護
者
）
の
避
難
支

援
が
適
切
に
行
え
る
よ
う
地
域
の

関
係
団
体
な
ど
と
の
協
力
支
援
体

制
を
構
築
す
る
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入

◆
個
別
支
援
計
画
の
作
成

◆
ク
ル
ー
ズ
誘
致
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施

◆
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
（
サ

ン
・
プ
リ
ン
セ
ス
、
コ
ス
タ
・
ビ

ク
ト
リ
ア
）
な
ど

◆
京
都
舞
鶴
港
ク
ル
ー
ズ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

（
10
・
11
㌻
に
関
連
記
事
）

妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業　

１
０
４
万
円

【
健
康
増
進
課
】

　
歯
周
病
が
低
体
重
児
出
産
や
早

産
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
か

ら
、
妊
産
婦
の
歯
周
病
の
予
防
を

図
る
。
ま
た
、
む
し
歯
菌
の
母
子

感
染
を
抑
制
し
、
妊
産
婦
と
胎
児

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め

の
歯
科
健
診
を
実
施
す
る
。

◆
協
力
歯
科
医
療
機
関
で
の
個
別

受
診

◆
健
診
内
容
…
一
般
口
腔
検
査
、
歯

周
病
検
査
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど

【
土
木
課
】

　
通
学
道
路
な
ど
で
の
事
故
防
止

を
目
的
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
区

画
線
な
ど
の
道
路
安
全
施
設
や
道

路
照
明
・
交
通
安
全
灯
を
設
置

し
、
安
心
・
安
全
な
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
。

た
め
、
引
揚
記
念
館
の
収
蔵
品
の

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」
へ

の
登
録
を
目
指
し
た
準
備
と
市
内

外
で
の
巡
回
展
な
ど
を
行
う
。

平成 25 年度　予算概要をお知らせ

主な事業・施策を紹介します
　平成 25 年度に取り組む主な事業を「活力あるまちづくり」「安心のまちづくり」「市民に役立つ市役
所づくり」の３つの重点項目別に紹介します。

▲シベリア抑留中の様子を白樺の皮に書
いた白樺日誌（引揚記念館収蔵）

▲京の伝統野菜「万願寺甘とう」の出荷作業

▲大型クルーズ客船サン・プリンセスが
初めて京都舞鶴港に入港予定

▲ 赤れんがパークを舞台に賑わった
赤れんが地場産市場 ( 昨年 11 月 24 日）

▲新たに配置された最新の消防ポンプ自動車

▲市道北吸森線を拡幅整備

▲ガードレールや区画線などの道路安全施設
を整備

よ
う
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

◆
自
治
会
・
町
内
会
単
位
で
地
域

の
公
民
館
や
集
会
所
に
運
動
指
導

員
を
派
遣

◆
水
中
ら
く
ら
く
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
転
倒
予
防
普
及
啓
発
、
農
閑

期
介
護
予
防
事
業
、
認
知
症
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
実
施

子
育
て
交
流
施
設
整
備
事
業

１
億
２
，
４
３
０
万
円

【
子
ど
も
支
援
課
】

　
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
子
ど
も

が
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
い
、
子
育
て

が
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
。
平

成
27
年
度
供
用
開
始
予
定
。

Ｒ

Ｒ

▲移転整備する市民病院の完成予想図

▲子育て交流施設の完成予想図
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④
そ
の
他

市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

【
企
画
政
策
課
】

　「
海
・
港
の
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の

契
機
と
な
る
事
業
を
実
施
。

◆
記
念
式
典
の
開
催

◆
功
績
者
表
彰
の
実
施

◆
舞
鶴
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
制
作

◆
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
＆
海

上
保
安
庁
音
楽
隊
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト

◆
赤
れ
ん
が
マ
ラ
ソ
ン

◆
水
環
境
体
験
学
習
「
ま
い
づ
る

水
の
た
び
」
の
実
施

③
市
民
に
役
立
つ

市
役
所
づ
く
り

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
実
施
事
業

30
万
円

公
共
施
設
の
あ
り
方
調
査
検
討
事
業

９
３
４
万
円

【
企
画
政
策
課
、
管
財
契
約
課
】

　
市
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
利

用
状
況
や
コ
ス
ト
状
況
な
ど
を
検

証
し
、
利
用
方
法
の
見
直
し
や
廃

止
・
再
編
な
ど
有
効
活
用
す
る
基

本
的
な
方
向
性
を
検
討
し
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す

る
。

行
財
政
改
革
推
進
経
費

95
万
円

【
企
画
政
策
課
】

　
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
債
権

を
適
切
に
管
理
し
滞
納
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
市
民
負
担
の
公
平

性
・
公
正
性
を
確
保
。
ま
た
、
市

民
目
線
に
よ
る
事
業
の
最
適
化
を

図
る
公
開
事
業
評
価
に
取
り
組

む
。

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業

５
４
７
万
円

【
学
校
教
育
課
】

　
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
み
、
夢

の
実
現
を
支
え
、
将
来
、
社
会
に

中
学
校
給
食
運
営
経
費　

１
億
５
４
６
万
円

【
学
校
教
育
課
、
教
育
総
務
課
】

　
成
長
期
に
あ
る
中
学
生
に
安

心
・
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
魅
力
あ
る
給
食
を
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
方
式
で
提
供
し
、
全
校
実

施
に
向
け
配
膳
室
の
設
計
・
整
備

を
進
め
る
。

◆
実
施
校
《
継
続
》
和
田
・
若
浦
・

加
佐
中
学
校

《
新
規
》
白
糸
・
青
葉
中
学
校

◆
実
施
内
容
　
調
理
配
送
業
務
の

委
託
、
配
膳
室
の
整
備
（
白
糸
・

青
葉
中
）・
設
計
（
城
南
・
城
北

中
）、
栄
養
職
員
の
配
置

※
城
南
・
城
北
中
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
配
膳
室
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
今
年
度
は
、
配
膳
室

の
実
施
設
計
を
行
い
、
来
年
度
に

給
食
を
開
始
。

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
学
力
向
上
に
向
け
た
支
援
を
実

施
す
る
。

◆
中
学
校
で
統
一
の
学
力
診
断
テ

ス
ト
を
実
施

◆
意
欲
あ
る
生
徒
が
英
語
検
定
を

受
験
す
る
際
の
検
定
料
を
支
援

◆
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
学
力
向

上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置

水
道
事
業
会
計
（
建
設
改
良
事
業
）

　
　
　

 

９
億
８
，
３
６
９
万
円

【
水
道
部
】

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
「
舞
鶴
市
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
老
朽

化
し
た
上
福
井
浄
水
場
施
設
や
二

箇
取
水
場
設
備
の
更
新
や
配
水
管

の
整
備
な
ど
を
行
う
。

下
水
道
事
業
会
計
（
建
設
改
良
事
業
）

16
億
９
，
２
８
１
万
円

【
下
水
道
部
】

　
舞
鶴
市
水
洗
化
総
合
計
画
に
基

づ
き
下
水
道
管
の
布
設
や
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
、浄
化
セ
ン
タ
ー

の
機
能
拡
充
を
図
る
。
ま
た
、
既

存
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
る
。

公
立
保
育
所
統
合
整
備
事
業

５
，
９
３
０
万
円

【
子
ど
も
育
成
課
】

　
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
な
児
童

の
受
け
入
れ
や
、
本
市
全
体
の
保
育

水
準
の
向
上
を
図
る
役
割
な
ど
、
民

間
で
は
対
応
し
に
く
い
保
育
を
担
う

施
設
と
し
て
、
東
地
区
に
あ
る
３
公

立
保
育
所
を
統
合
整
備
す
る
。
平
成

27
年
度
供
用
開
始
予
定
。

病
児
保
育
支
援
事
業１

，
０
２
５
万
円

【
子
ど
も
育
成
課
】

　
仕
事
や
急
な
用
事
な
ど
で
病
気

の
児
童
を
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
、
保
護
者
に
代

わ
っ
て
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
病
院

内
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
預
か
る
。

▲地域の課題解決に向け職員が参画

▲公開事業評価の結果を予算へ反映

▲スクールランチ方式で中学校給食を実施

▲東浄化センター

【
企
画
政
策
課
】

　

身
近
な
地
域
で
抱
え
る
問
題
や

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
が

「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
に
参
画
す
る
。

市民の視点で事業を見直し

公開事業評価の意見を予算に反映

事業名 公開事業評価での主な意見 25 年度への反映状況 25 年度の
予算額

住宅用太陽光発電システム
設置費補助金

【不要・民営化】
❖事業の廃止を検討
❖他の再生可能エネルギー等の活用の推
進にシフト

【廃止】
❖経過措置として、24 年度中に国庫補助金の
申し込みをした人のみ補助。

9,600 千円

地域福祉活動助成金 【不要・民営化】
❖利用実績が少ないため、廃止を検討 【廃止】 計上なし

林業技術員設置費補助金
【抜本的見直し】
❖人件費補助ではなく森林組合の事業へ
の補助とすべき

【廃止】
❖森林組合の各種事業への補助を充実 計上なし

青葉山ろく公園ちびっこ
ゲレンデ管理委託料

【不要・民営化】
❖同施設は不要。事業を廃止すべき

【休止】
❖事業廃止を視野に入れ、当面休止 計上なし

高等教育機関等合同
PR 事業

【抜本的見直し】
❖赤れんがフェスティバルの際に実施す
るなど、経費を抑える方法を検討すべき
❖市外にも PR すべき

【抜本的見直し】
❖実施主体を各高等教育機関を中心にした舞鶴
市高等教育機関等連携会議（仮称）へ変更

300 千円

赤れんがイベント開催
事業費補助金

【市実施（民間委託化・民間委託の拡充）】
❖市を活性化させる事業は継続すべき
❖イベント内容の充実、PR の強化
❖民間委託を検討

【内容見直し】
❖イベント内容の充実を図るとともに、赤れん
がパークの年間プロモーション活動と併せて
PR（現状では委託可能な団体がいない）

7,400 千円

周遊観光バス運行事業費
補助金（バス）

【市実施（内容・規模見直し）】
❖利用者ニーズを把握
❖運行回数、時刻表を見直し
❖事業の PR を強化

【内容見直し】
❖利用状況の調査を実施し、運行期間や便数を
拡充、時刻表を見直す
❖事業の PR 活動を強化

10,710 千円

中小企業勤労者融資貸付金
【不要・民営化】
❖利用率が低く廃止。民間に任せるべき
❖対象者への PR が不足

【内容見直し】
❖利用率を高めるため、利子補給率を拡充。
❖ PR に努める

7,000 千円

広報まいづる郵送経費
【市実施（内容・規模見直し）】
❖公共施設などの配置を充実し、必要度
の高い人に郵送。数を減らしていくべき
❖自治会を通じた配布を再検討

【内容見直し】
❖公共施設などへの配付箇所数を増やし、郵送
数の抑制を図る
❖郵送している人に郵送が必要か意思を確認

2,366 千円

図書館管理運営経費

【市実施（民間委託化・民間委託の拡充）】
❖市民ニーズの把握が必要
❖駐車場の整備、開館時間などサービス
向上が必要
❖民間委託について検討

【内容見直し】
❖市民アンケートを行い、ニーズの把握と分析
を実施。図書館のあり方も含め、利用満足度の
高い図書館とするための方策を検討
❖東図書館の駐車場の見直しを実施

78,331 千円

花のあるまちづくり事業
【市実施（内容・規模見直し）】
❖事業は継続すべき
❖場所別に市民による植栽管理を進める

【規模見直し】
❖講習会などで市民による植栽管理に取り組む
❖植栽箇所を環境ニーズに応じて見直す

5,826 千円

合併浄化槽設置整備事業
補助金

【市実施（内容・規模見直し）】
❖地域ニーズを確認すべき
❖時期を見て補助の終了を検討

【規模見直し】
❖引き続き地域ニーズを確認し、当面は現行ど
おり実施

1,822 千円

周遊観光バス運行事業費
補助金（遊覧船）

【市実施（現行どおり・拡大）】
❖市内観光の目玉。集客の伸びが期待で
きる。拡大・拡充すべき
❖平日の運行も検討

【内容拡充】
❖運行期間・運行回数を拡充
❖平日運航の予約は観光協会が受け付け

1,958 千円

敬老会事業費
【市実施（現行どおり・拡大）】
❖実態の把握に努める
❖対象年齢の引き上げを検討

【現行どおり】
❖敬老会の実態を式典の参列や提出書類で把握
❖対象年齢の引き上げを検討

20,000 千円

特色ある教育活動支援事業
費補助金

【市実施（現行どおり・拡大）】
❖大切な事業。補助の必要性がある
❖生徒からヒアリングし効果を検証

【現行どおり】
❖各校で活動の効果を検証し、その内容・経費
などを常に見直すよう指導

6,951 千円

　昨年８月 18 日と 19 日に実施した「公開事業
評価」の結果やさまざまな意見を総合的に判断
し、平成 25 年度の予算や事業計画に反映させま
した。
　公開事業評価は、市民の皆さんに市政の現状や
課題、方向性を知ってもらい、適正な行政サービ

スを提供するために、市が実施している 15 事業
について、公開の場で議論し、評価していただい
たもの。反映された予算や事業計画の状況は下表
のとおり。

　▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

▲安心して預けられる病児保育
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地
域
医
療
再
生
計
画
を
推
進

　
舞
鶴
赤
十
字
病
院
で
は
、
京
都

府
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基

づ
き
、
整
形
外
科
が
充
実
し
て
い

る
特
色
を
生
か
し
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
を
図
る

た
め
、
回
復
期
病
棟
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

増
築
棟
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
西

地
区
の
基
幹
的
病
院
と
し
て
救
急

や
外
来
な
ど
医
療
機
能
の
充
実

と
、
隣
接
地
に
移
転
整
備
す
る
市

民
病
院
と
も
連
携
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
京
都
府
の
施
設
と
し
て

府
域
の
被
ば
く
医
療
体
制
を
支
え

る
緊
急
時
放
射
線
検
査
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

◆
工
事
内
容

《
増
築
棟
》

　
既
存
の
医
師
住
宅
を
解
体
し
、

そ
の
跡
地
に
3
階
建
て
鉄
骨
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
を
建
設
、
建
設
面
積

３
，
９
８
０
・
９
平
方
㍍

▪
各
病
棟
の
フ
ロ
ア
計
画

❖
1
階
…
府
緊
急
時
放
射
線
検
査

施
設
、
講
堂
兼
災
害
セ
ン
タ
ー
な

ど

❖
2
階
…
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
　

❖
3
階
…
回
復
期
病
床
48
床
　

▪
本
館
改
修

　
主
に
救
急
室
部
門
・
外
来
部
門

等
の
拡
充
を
図
る

◆
病
床
の
変
更

　
一
般
病
床
１
５
０
床
、
療
養
病

床
48
床
の
計
１
９
８
床
か
ら
全
て

一
般
病
床
１
９
８
床
（
う
ち
回
復

期
病
床
48
床
）
に
変
更

◆
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

❖
増
築
棟
…
医
師
住
宅
の
移
転
後

工
事
着
工
し
、
平
成
26
年
夏
頃
に

完
成
予
定
。

❖
本
館
改
修
…
増
築
棟
終
了
後
に

着
手
。
平
成
26
年
度
末
に
完
了
予

定
。

▼
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
企
画
課

（
☎
66
・
１
０
１
１
）
へ
。

日
赤
病
院
、
西
地
区
の
医
療
充
実
へ

　
毎
月
２
回
発
行
し
て
い
た

「
広
報
ま
い
づ
る
」
を
７
月
1

日
号
か
ら
月
１
回
の
発
行
に
変

更
し
ま
す
。

　
広
報
紙
の
政
策
的
な
価
値
を

高
め
、
よ
り
充
実
し
魅
力
あ
る

紙
面
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た

め
実
施
す
る
も
の
で
、「
新
た

な
舞
鶴
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ

ら
れ
た
都
市
像
「
東
ア
ジ
ア
に

躍
動
す
る
国
際
港
湾
・
交
流
都

市 

舞
鶴
」
の
実
現
に
向
け
政

策
と
一
体
と
な
っ
た
広
報
紙
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

《本館》
《増築棟》

maizuru
広報まいづる
2012 年 10 月 1 日号

vol.911

西
舞
鶴
高
校
体
育
祭
よ
り

青
団 

団
長
の
上
羽
秀
和
さ
ん
（
３
年
）

届
け
、
熱
き
魂

「平成 25年成人式」より

　舞鶴赤れんがパークで初めて開催。新成人

732人が出席し、新たな門出を祝いました。

maizuru 広報まいづる
2013 年 2 月 1 日号vol.919

広報まいづる
2013 年 2 月 1 日号vol.919

大人の仲間入り

　
自
主
財
源
の
確
保
や
地
域
経

済
の
活
性
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
の
た
め
、「
広
報
ま
い

づ
る
」
へ
広
告
を
掲
載
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
会
社
や
お
店
の
宣
伝
に
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
掲
載
開
始
】

　

7
月
1
日
号
か
ら

【
対
象
】

　
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
業

所
、
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
法

人
や
個
人
事
業
者
な
ど

【
募
集
件
数
】

　

先
着
12
枠

【
掲
載
料
】

　
月
額
１
万
２
，５
０
０
円（
２

枠
連
続
す
る
場
合
は
２
万
５
，

０
０
０
円
）

【
掲
載
可
否
の
決
定
】

　

要
綱
と
基
準
、
取
扱
要
領
に

基
づ
き
決
定

【
申
し
込
み
方
法
】　

　
所
定
の
用
紙
（
広
報
広
聴
課

に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
税
の
納

税
証
明
書
（
市
税
に
つ
い
て
滞
納

の
な
い
証
明
）
と
広
告
の
画
像
デ

ー
タ
を
添
え
て
掲
載
希
望
の
40
日

前
（
７
月
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る

場
合
は
、
5
月
22
日
㈬
ま
で
）
ま

で
に
広
報
広
聴
課
に
持
参
か
郵
送

で
。

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

▲新病院のイメージ図

　「
広
報
ま
い
づ
る
」
で
は
、
市

民
主
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
催
し
な
ど
の
開
催
案
内
を
掲

載
し
て
い
ま
す
（
先
着
５
枠
）。

【
掲
載
内
容
】

　

市
民
を
対
象
に
市
内
で
開
催
す

る
催
し
な
ど
（
会
員
募
集
、政
治
・

宗
教
、
営
利
活
動
は
不
可
、
同
一

団
体
で
同
一
行
事
の
場
合
は
年
２

回
ま
で
）

【
対
象
団
体
】

　
主
に
市
民
で
構
成
す
る
団
体

【
申
し
込
み
方
法
】

　
掲
載
を
希
望
す
る
号
の
40
日
前

ま
で
に
、
資
料
持
参
か
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
。

７
月
１
日
号
か
ら

月
１
回
の
発
行
に

充
実
し
魅
力
あ
る
紙
面
へ

広
報
ま
い
づ
る

ま
ち
の
話
題
を

受
け
付
け
中

▼
詳
し
く
は
、
広
報
広
聴
課
（
☎

66
・
１
０
４
１
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
１
）

へ
。

市
議
会
３
月
定
例
会

　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
28

日
に
開
会
。
平
成
25
年
度
一
般
・

特
別
会
計
予
算
や
24
年
度
一
般
・

特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提

案
の
61
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お

り
可
決
・
同
意
し
、
３
月
28
日
に

閉
会
し
ま
し
た
（
25
年
度
予
算
に

つ
い
て
は
２
～
７
㌻
に
関
連
記

事
）。

◆
補
正
予
算

▪
一
般
会
計
（
第
６
号
）
国
の
予

備
費
お
よ
び
補
正
予
算
に
よ
る
道

路
舗
装
修
繕
や
三
宅
団
地
建
て
替

え
、
消
防
・
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
係
る
事
業
な
ど
を
追
加
。

　
ま
た
、
基
金
・
積
立
金
へ
の
利

子
相
当
額
の
積
立
費
用
な
ど
を
補

正
す
る
も
の
で
、
20
億
７
８
６
万

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は

３
８
４
億
４
，
６
０
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
。
❖
漁
港
施
設

長
寿
命
化
事
業
８
，
２
５
０
万

円
❖
道
路
舗
装
修
繕
事
業
５
，

５
０
０
万
円
❖
公
営
住
宅
建
替
事

業
５
億
６
，
１
３
０
万
円
❖
消

防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
億
９
，
４
８
８
万
円
❖
校
舎
等

改
修
事
業
４
億
４
０
０
万
円

▪
特
別
会
計
　
❖
簡
易
水
道
事

業
（
第
１
号
）
…
決
算
見
込
み
に

よ
り
６
，
７
６
０
万
円
減
額
の

５
億
８
，
２
８
３
万
円

❖
下
水
道
事
業
（
第
２
号
）
…
国

の
補
正
予
算
に
よ
る
事
業
費
の
増

額
な
ど
に
よ
り
３
，
４
８
０
万
円

増
額
の
49
億
２
，
３
７
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆
条
例

▪
舞
鶴
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定

　
公
平
・
公
正
な
市
民
負
担
お
よ

び
健
全
な
行
財
政
運
営
を
確
保
す

る
た
め
市
の
債
権
管
理
に
つ
い
て

定
め
る
も
の

▪
舞
鶴
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
　
国
家

公
務
員
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
支

給
水
準
を
段
階
的
に
引
き
下
げ

▪
舞
鶴
市
工
場
立
地
法
に
基
づ
く

準
則
を
定
め
る
条
例
の
制
定
　
企

業
の
立
地
促
進
を
図
る
た
め
、
工

場
敷
地
の
緑
地
面
積
率
等
を
緩
和

▪
舞
鶴
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
条

例
の
廃
止
　
開
設
者
を
市
か
ら
卸

売
業
者
へ
移
行

▪
舞
鶴
市
市
民
福
祉
さ
さ
え
あ
い

基
金
条
例
の
制
定
　
高
齢
者
、
障

害
者
等
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社

会
の
形
成
に
寄
与
す
る
福
祉
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
基
金
を
設
置

▪
舞
鶴
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
　
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣

言
が
さ
れ
た
と
き
に
設
置
す
る
対

策
本
部
に
関
し
定
め
る
も
の

▪
舞
鶴
市
道
の
構
造
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
制
定
　
市
道
の
新
設

や
改
築
を
行
う
場
合
の
構
造
基
準

を
定
め
る
も
の

◆
人
事

▪
監
査
委
員
　

岡
本
成
一
氏
（
69
歳
、
田
中
町
）

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

寺
島
勝
氏
（
70
歳
、
上
安
久
）

※
副
市
長
は
12
㌻
に
掲
載

25
年
度
予
算
・
24
年
度
補
正
予
算
な
ど

▲３月定例会の様子

広告の掲載欄
画像のサイズ １枠　縦60㍉×横  90㍉

２枠　縦60㍉×横180㍉

ファイル形式 AI、EPS、JPEG、BMP

ファイルサイズ 500㌔バイト以下
（２枠は１メガバイト）

掲載料 １枠　12,500円
２枠　25,000円
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いいとこ・おいしいとこを紹介
ご当地版 旅の情報誌「るるぶ舞鶴」

　舞鶴の食や見どころ、自然などを紹介する舞鶴版
観光ガイドブック「るるぶ舞鶴（縦 26㌢×横 21㌢、
20㌻５万部）」を作成しました。
　同誌は、JTB パブリッシングが発行している情
報誌。観光ブランドの「赤れんが」と「海・港」の
魅力を効果的に発信するため、「赤」と「青」が両
面表紙となるユニークな構成。舞鶴が誇る赤れんが
パークや天然の良港から獲れる豊かな海産物、農産
物のほか、見どころスポット、飲食店、宿泊施設な
ども掲載し舞鶴の魅力がいっぱい詰まった一冊に。
　JTB 店舗（京阪神地区）や赤れんがパークなど
で配付するほか、「るるぶ」の知名度を生かした効
果的なプロモーションに活用します。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

　現在公開中の映画「名探偵コナン 絶海の 探
プライベート・アイ

偵 」
の舞台は舞鶴です。
　舞鶴フィルムコミッションでは、当映画の撮影に
支援を行ってきました。今後も映画やドラマなどの
誘致と撮影支援を通じて、舞鶴の地域活性化に取り
組みます。

《映画「名探偵コナン」展示コーナーを開設》
【日時】６月 20 日（木）まで、９時～ 17 時
【場所】まいづる智恵蔵
【内容】予告篇映像の上映やポスター、撮影風景の
写真、過去 16 作品のポスターなどを展示
▶詳しくは、同事務局（観光商業課内、☎ 66・1024）へ。

▶
『
名め

い
た
ん
て
い

探
偵
コ
ナ
ン　

絶ぜ
っ
か
い海

の

探
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ア
イ

偵
』
全
国
東
宝
系
公
開
中

©
２
０
１
３
青
山
剛
昌
／
名
探

偵
コ
ナ
ン
製
作
委
員
会

映画「名探偵コナン
　　　　　　　絶海の探

プライベート・アイ

偵」

舞鶴が舞
台

【
募
集
内
容
】「
舞
鶴
と
ク
ル
ー
ズ
」

を
テ
ー
マ
に
、
舞
鶴
港
か
舞
鶴
湾
内

で
撮
影
し
た
客
船
が
入
っ
た
写
真
。

【
応
募
方
法
】四
つ
切（
ワ
イ
ド
可
）

か
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
単
写
真
で
１
人

２
点
以
内
。
自
作
・
未
発
表
の
も

の
に
限
る
（
修
正
や
合
成
な
ど
加

工
し
た
も
の
、
過
去
に
撮
影
し
た

も
の
は
不
可
）。

【
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
予
定
】

❖
サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス

　
５
月
15
日
㈬
、
７
月
８
日
㈪

❖
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア

　
６
月
７
日
㈮
、
９
月
11
日
㈬

❖
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

　
７
月
31
日
㈬
、
８
月
２
日
㈮

【
申
し
込
み
方
法
】
11
月
１
日
㈮

～
30
日
㈯
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
作

品
の
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
年
月
日
、

撮
影
場
所
を
記
入
し
た
用
紙
を
作

品
の
裏
面
に
貼
り
付
け
し
て
観
光

商
業
課
へ
郵
送
か
持
参
。

【
そ
の
他
】
出
展
無
料
。
1
月
に

入
賞
作
品
を
決
定
。
赤
れ
ん
が

パ
ー
ク
な
ど
で
順
次
展
示
予
定
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
ま
す
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。
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ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
で
行
く

　
　
　
　
　

府
民
ク
ル
ー
ズ

舞
鶴
発
着

夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か

　「
府
民
ク
ル
ー
ズ
～
夏
休
み
隠

岐
島
ク
ル
ー
ズ
～
」
を
実
施
（
旅

行
企
画
・
日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船

㈱
）。
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
優
雅
な
船
旅
で
夏
の
思
い
出
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
・
コ
ー
ス
】

❖
７
月
31
日
㈬
17
時
、
京
都
舞
鶴

港
西
港
出
港
→
８
月
１
日
㈭
８

時
、
隠
岐
島
（
浦
郷
）
入
港

❖
１
日
18
時
、
隠
岐
島
（
浦
郷
）

出
港
→
２
日
㈮
９
時
、
京
都
舞
鶴
港

西
港
帰
港

【
客
室
タ
イ
プ
・
利
用
料
金
（
２

名
１
室
利
用
。
全
室
海
側
。
食
事

付
き
。
料
金
は
１
人
当
た
り
）】

❖
ス
テ
ー
ト
Ｇ
…
８
万
８
千
円

❖
ス
テ
ー
ト
Ｆ
…
９
万
４
千
円

「
海
の
京
都
」
京
都
舞
鶴
港
を
最
大
限
に
活
用

ク
ル
ー
ズ
客
船
が
ぞ
く
ぞ
く
入
港

❖
ス
テ
ー
ト
Ｅ
…
９
万
８
千
円

❖
ス
イ
ー
ト
…
18
万
円

❖
ロ
イ
ヤ
ル
ス
イ
ー
ト
Ｂ
…
32
万
円

❖
ロ
イ
ヤ
ル
ス
イ
ー
ト
Ａ
…
33
万
円

※
小
学
生
以
下
は
大
人
代
金
の
半
額
。

乗
船
時
に
50
歳
以
上
は
約
１
割
引
。

【
そ
の
他
】

❖
船
内
の
催
し
…
吉
田
栄
作
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
や
太だ

い
か
ぐ
ら

神
楽
曲
芸
な
ど

❖
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
…
黒
木

御
所
と
焼た

く
ひ火
神
社
の
歴
史
ハ
イ
キ

ン
グ
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
な
ど

❖
特
典
…
京
都
府
北
部
の
特
産
品

を
進
呈
（
２
歳
未
満
は
対
象
外
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　
６
月
30
日
㈰
ま
で
（
平
日
9
時

～
18
時
）
に
電
話
で
日
本
ク
ル
ー

ズ
客
船
㈱
（
☎
０
１
２
０
・
０
１

７
・
３
８
３
）
へ
。

　
京
都
舞
鶴
港
が
日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
潜
在
能
力
に
注
目
が
集
ま
る
中
、
東
ア
ジ
ア
と

関
西
地
域
を
つ
な
ぐ
玄
関
口
「
海
の
京
都
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、本
市
の
産
業
振
興
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
活
動
を
は
じ
め
、
府
民
ク
ル
ー
ズ
の
実
施
や
寄
港
時
に
お
け
る
ふ
頭

で
の
お
も
て
な
し
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
催
し
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３

【ぱしふぃっくびいなす（総㌧数 26,594㌧）】
７月 31 日㈬と８月２日㈮に寄港

【ぱしふぃっくびいなす（総㌧数 26,594㌧）】
７月 31 日㈬と８月２日㈮に寄港

【サン・プリンセス（総㌧数 77,000㌧）】
５月 15 日㈬、７月８日㈪に寄港

【サン・プリンセス（総㌧数 77,000㌧）】
５月 15 日㈬、７月８日㈪に寄港

【コスタ・ビクトリア（総㌧数 75,000㌧）】
６月７日㈮、９月 11 日㈬に寄港

【コスタ・ビクトリア（総㌧数 75,000㌧）】
６月７日㈮、９月 11 日㈬に寄港

▲写真は昨年の金賞作品

「
青
色
」
の
ハ
ン
カ
チ
で
お
見
送
り

【
日
時
】

　
５
月
15
日
㈬
、
17
時
30
分
～
18
時

【
場
所
】

　
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ
頭

（
第
３
ふ
頭
に
駐
車
場
を
開
設
）

【
内
容
】

　
府
立
工
業
高
や
大
江
高
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
や
福
知
山
高
に

よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ

か
、
舞
鶴
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
青
色
」
の
ハ
ン

カ
チ
を
振
っ
て
出
港
を
見
送
り

（
青
色
の
ハ
ン
カ
チ
を
持
っ
て
い

る
人
は
持
参
を
）。

【
そ
の
他
】

　
申
し
込
み
不
要
。
当
日
は
ふ
頭

内
の
安
全
対
策
の
た
め
入
場
を
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
京
都
舞
鶴
港
ク

ル
ー
ズ
誘
致
協
議
会
（
中
丹
広
域

振
興
局
内
、☎
62
・
２
５
０
６
）
へ
。

▪
客
船
の
出
入
港
時
の
小
型
船
舶

な
ど
の
航
行
自
粛
に
ご
協
力
を

　
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
付
近
は
、

小
型
船
舶
の
操
縦
に
危
険
が
伴
い

ま
す
。
ま
た
、
前
方
至
近
で
の
横

切
り
や
停
泊
な
ど
危
険
な
行
為
は

客
船
の
安
全
航
行
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
る
の
で
お
止
め
く
だ

さ
い
。　
　
　
　《
府
港
湾
事
務
所
》

サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス　

出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
の
参
加
者
募
集 ▲ぱしふぃっくびいなすの寄港（昨年の様子）
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さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し

　
４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と
職
員
の
人
事
異
動
を
実
施
。
舞
鶴
市
が
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
、

名
実
と
も
に
北
近
畿
の
中
核
と
し
て
の
魅
力
と
輝
き
を
放
つ
た
め
必
要
な
組
織
改
編
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
適
材
適
所
の
職
員
配

置
を
行
う
と
と
も
に
、
女
性
職
員
や
若
手
職
員
の
登
用
に
配
慮
し
職
員
の
意
識
改
革
と
組
織
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

市
役
所
の
組
織
改
編
と
人
材
配
置

▲木村学氏

副
市
長
に
木
村
学
氏

　
副
市
長
に
前
京
都
府
中
丹
広
域
振
興

局
長
（
京
都
府
知
事
代
理
）
の
木
村
学

氏
（
59
歳
）
を
選
任
し
ま
し
た
。
木
村

氏
は
、
昭
和
47
年
に
府
職
員
と
な
り
、

知
事
公
室
秘
書
課
長
や
府
議
会
事
務
局

長
な
ど
を
歴
任
。
４
月
１
日
付
け
で
就

任
（
任
期
は
４
年
）。
馬
場
俊
一
副
市

長
と
の
２
人
体
制
で
今
後
の
市
政
運
営

に
あ
た
り
ま
す
。

国
交
省
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
長
に

　
国
土
交
通
省
都
市
局
都
市
計
画
課
か

ら
三
浦
裕
明
氏
を
観
光
ま
ち
づ
く
り
室

長
に
任
用
。国・府
と
の
連
携
を
強
化
し
、

観
光
振
興
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
　
　

組
織
改
編

▪
企
画
室
に
秘
書
課
と
広
報
広
聴
課
を

組
み
入
れ
　
企
画
政
策
課
と
併
せ
３
課

体
制
と
し
、
積
極
的
な
情
報
収
集
に
基

づ
く
分
析
と
企
画
、情
報
発
信
を
行
い
、

迅
速
な
市
政
の
運
営
を
図
る
　
　
　
　

　▪
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
に
み
な
と
振
興
・

国
際
交
流
課
を
組
み
入
れ
、
み
な
と
振

興
・
ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
係
を
設
置　

海
・
港
を
生
か
し
た
観
光
振
興
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
る

▪
赤
れ
ん
が
博
物
館
を
観
光
ま
ち
づ
く

り
室
に
移
管
　
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
一
帯

を
本
市
の
集
客
交
流
の
観
光
戦
略
拠
点
と

位
置
付
け
、
着
地
型
観
光
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　▪
舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
世
界
記
憶
遺
産

推
進
係
を
設
置
　
引
揚
や
抑
留
の
史
実

の
継
承
と
平
和
の
尊
さ
を
広
く
発
信
す

る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
の

登
録
申
請
に
向
け
準
備
を
進
め
る
　
　

　▪
国
・
府
事
業
推
進
室
を
西
総
合
会
館

（
西
支
所
）
に
設
置
　
国
道
27
号
西
舞

鶴
道
路
の
用
地
買
収
、
臨
港
道
路
上
安

久
線
や
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線
の
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
む

補
職
者
の
異
動
内
容

▪
部
長
級

▽
市
民
環
境
部
長
（
市
民
環
境
部
次
長
兼
西

支
所
長
）
田
中
順
一

▽
産
業
振
興
部
長
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
長
）

砂
原
由
明

▽
建
設
部
長
兼
企
画
管
理
部
理
事
（
危
機
管

理
担
当
）（
建
設
部
次
長
兼
国
・
府
事
業
推
進

課
長
兼
企
画
管
理
部
次
長（
危
機
管
理
担
当
））

小
島
善
明

▽
下
水
道
部
長
（
建
設
部
次
長
兼
土
木
課
長
）

飯
尾
雅
信

▽
会
計
管
理
者
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

中
川
敦
夫

▽
議
会
事
務
局
長
（
人
権
啓
発
推
進
室
長
）

上
羽
仁

▽
市
教
委
理
事
（
和
田
中
学
校
教
頭
）
奥
水
孝
志

▽
水
道
部
長
（
水
道
部
次
長
兼
水
道
建
設
課

長
）
伊
藤
茂

▪
次
長
級

▽
指
導
検
査
室
長
（
下
水
道
部
次
長
兼
下
水

道
建
設
課
長
）
小
酒
学

▽
企
画
室
長
兼
秘
書
課
長
（
企
画
室
長
）

入
江
秀
人

▽
人
権
啓
発
推
進
室
長
兼
啓
発
推
進
課
長
（
人

権
啓
発
推
進
室
啓
発
推
進
課
長
）
小
宮
山
昇
二

▽
環
境
対
策
室
長
（
総
務
部
管
財
契
約
課
長
）

阿
部
国
生

▽
市
民
環
境
部
次
長
兼
西
支
所
長
（
総
務
部

次
長
兼
税
務
課
長
）
宮
下
哲
美

▽
子
ど
も
未
来
室
長
兼
子
ど
も
支
援
課
長（
総

務
部
次
長
兼
財
政
課
長
）
小
谷
眞
知
子

▽
保
健
福
祉
部
次
長
（
地
域
医
療
担
当
）
兼

市
民
病
院
事
務
局
次
長
（
市
民
病
院
事
務
局

次
長
兼
保
健
福
祉
部
次
長（
地
域
医
療
担
当
））

瀬
川
治

▽
保
健
福
祉
部
次
長
（
保
健
福
祉
部
次
長
兼

保
健
福
祉
企
画
課
長
兼
文
庫
山
学
園
長
兼
加

佐
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）
前
羽
仙
圭

▽
保
健
福
祉
部
次
長
兼
保
険
医
療
課
長
（
保

健
福
祉
部
保
険
医
療
課
長
）
三
上
泰
文

▽
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
長
（
国
土
交
通
省
都

市
局
都
市
計
画
課
総
務
係
長
）
三
浦
裕
明

▽
国
・
府
事
業
推
進
室
長
（
建
設
部
次
長
兼

建
設
総
務
課
長
）
栢
分
章

▽
建
設
部
次
長
兼
建
築
住
宅
課
長
（
建
設
部

建
築
住
宅
課
長
）
千
原
明
彦

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
（
監
査
委
員
事
務
局

次
長
兼
監
査
係
長
）
高
井
衛

▽
市
民
病
院
事
務
局
次
長
（
市
民
病
院
事
務

局
次
長
兼
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
長
）
瀬
野
克
則

▪
課
長
級

▽
指
導
検
査
室
指
導
検
査
課
主
幹
（
京
都
府

山
城
広
域
振
興
局
建
設
部
山
城
南
土
木
事
務

所
建
築
住
宅
室
長
）
恵
良
幹
敏

▽
企
画
室
秘
書
課
主
幹
兼
秘
書
係
長
（
総
務

部
総
務
課
行
政
係
長
）
杉
本
和
浩

▽
企
画
室
広
報
広
聴
課
長
（
企
画
管
理
部
広

報
広
聴
課
長
）
山
﨑
久
夫

▽
企
画
管
理
部
職
員
課
主
幹
兼
人
事
・
人
材

育
成
係
長
（
企
画
管
理
部
秘
書
課
秘
書
係
長
）

新
井
秀
和

▽
企
画
管
理
部
職
員
課
付
主
幹
石
巻
市
派
遣（
指

導
検
査
室
指
導
検
査
課
検
査
係
長
）
松
本
眞
一

▽
総
務
部
総
務
課
主
幹
兼
行
政
係
長
（
教
育

振
興
部
学
校
教
育
課
主
幹
兼
教
職
員
係
長
）

小
林
圭
太

▽
総
務
部
財
政
課
長
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
室

文
化
振
興
課
付
主
幹
舞
鶴
市
文
化
事
業
団
派

遣
）
浜
野
滋

▽
総
務
部
管
財
契
約
課
長
（
企
画
室
企
画
政

策
課
主
幹
兼
企
画
調
整
係
長
）
田
中
昭

▽
総
務
部
税
務
課
長
（
企
画
管
理
部
職
員
課

主
幹
兼
人
材
育
成
係
長
）
野
口
和
英

▽
総
務
部
税
務
課
主
幹
兼
土
地
係
長
（
生
涯

学
習
室
社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長
）

竹
原
源
樹

▽
総
務
部
税
務
課
付
主
幹
京
都
地
方
税
機
構

派
遣
（
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
主
幹
兼
管
理
係

長
）
湯
汲
秀
史

▽
人
権
啓
発
推
進
室
啓
発
推
進
課
主
幹
兼
男

女
共
同
参
画
係
長
（
教
育
振
興
部
教
育
総
務

課
管
理
係
長
）
小
寺
雅
之

▽
環
境
対
策
室
生
活
環
境
課
主
幹
兼
環
境
政

策
係
長
（
保
健
福
祉
部
保
険
医
療
課
主
幹
兼

管
理
係
長
）
野
村
直
司

▽
清
掃
事
務
所
主
幹
兼
管
理
係
長
（
水
道
部

業
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長
）
本
合
秀
行

▽
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
長
（
市
民
病
院
事
務

局
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
主
幹
兼
医
事
係
長
兼
地

域
連
携
係
長
）
橋
本
秀
隆

▽
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
主
幹
（
子
ど
も
未
来

室
子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼
少
年
補
導
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

上
野
成
精

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
長
（
市
民
環
境
部
市

民
課
主
幹
兼
記
録
係
長
）
岸
本
淳
子

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
主
幹
兼
記
録
係
長（
市

民
環
境
部
市
民
課
窓
口
係
長
）
浜
本
知
子

▽
子
ど
も
未
来
室
子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼
少
年

補
導
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
所
長
（
生
涯
学
習
室
社
会
教
育
課
主
幹
兼

東
図
書
館
長
兼
児
童
博
物
館
長
）
冨
永
正

▽
子
ど
も
未
来
室
子
ど
も
育
成
課
主
幹
（
東

保
育
所
長
）
北
川
晴
美

▽
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
企
画
課
長
（
議
会

事
務
局
総
務
課
長
）
藤
澤
努

▽
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
連
携
推
進
課
長（
保

健
福
祉
部
地
域
医
療
連
携
推
進
課
長
兼
地
域

医
療
係
長
）
池
田
秀
男

▽
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
連
携
推
進
課
主
幹

兼
地
域
医
療
係
長
兼
市
民
病
院
事
務
局
総
務

課
主
幹
（
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
連
携
推
進

課
連
携
機
構
設
立
準
備
係
長
）
浜
本
一

▽
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
長
（
保
健
福

祉
部
高
齢
者
支
援
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
）
伊
藤
和
昭

▽
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
主
幹
兼
相
談

支
援
係
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
相
談
支
援
係

長
）
岸
本
昭
彦

▽
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
主
幹
兼
職
員
課

主
幹
（
職
員
健
康
管
理
担
当
）（
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
主
幹
）
山
﨑
浩
美

▽
保
健
福
祉
部
保
険
医
療
課
主
幹
兼
国
民
健

康
保
険
係
長
（
保
健
福
祉
部
保
険
医
療
課
国

民
健
康
保
険
係
長
）
福
本
一
夫

▽
安
岡
園
主
幹
兼
福
祉
係
長
（
清
掃
事
務
所

管
理
係
長
）
村
川
嘉
久

▽
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
み
な
と
振
興
・
国
際

交
流
課
長
（
産
業
振
興
部
み
な
と
振
興
・
国

際
交
流
課
長
）
新
宮
敦
雄

▽
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
み
な
と
振
興
・
国
際

交
流
課
主
幹
兼
国
際
交
流
係
長
（
産
業
振
興

部
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
主
幹
兼
国
際

交
流
係
長
）
有
吉
央
顕

▽
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
み
な
と
振
興
・
国
際

交
流
課
主
幹
兼
み
な
と
振
興
・
ク
ル
ー
ズ
客

船
誘
致
係
長
（
産
業
振
興
部
み
な
と
振
興
・

国
際
交
流
課
み
な
と
振
興
係
長
）
中
井
哲
也

▽
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
み
な
と
振
興
・
国
際

交
流
課
付
主
幹
京
都
舞
鶴
港
振
興
会
派
遣（
企

画
室
企
画
政
策
課
交
通
政
策
係
長
）
小
森
実

▽
産
業
振
興
部
農
林
課
主
幹
（
生
涯
学
習
室

社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
兼
郷
土
資
料
館
長
）

立
山
昇

▽
産
業
振
興
部
農
林
課
主
幹
（
下
水
道
部
下

水
道
建
設
課
管
渠
建
設
係
長
）
吉
田
章
洋

▽
産
業
振
興
部
水
産
課
主
幹
（
産
業
振
興
部

水
産
課
主
幹
兼
漁
港
整
備
係
長
）
大
機
淳
一

▽
国
・
府
事
業
推
進
室
国
・
府
事
業
推
進
課

長
（
建
設
部
国
・
府
事
業
推
進
課
主
幹
兼
企

画
調
査
係
長
）
田
中
洋

▽
国
・
府
事
業
推
進
室
国
・
府
事
業
推
進
課
主

幹
兼
西
舞
鶴
道
路
推
進
係
長
（
建
設
部
国
・
府

事
業
推
進
課
国
道
府
道
対
策
係
長
）
岸
本
浩

▽
建
設
部
建
設
総
務
課
長
（
建
設
部
建
築
住

宅
課
主
幹
兼
住
宅
係
長
）
藤
崎
浩
志

▽
建
設
部
建
設
総
務
課
主
幹
（
建
設
部
土
木

課
主
幹
兼
建
設
係
長
）
竹
内
章
二

▽
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹
兼
公
園
緑
地
係

長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹
）
河
岸
明

▽
建
設
部
土
木
課
長
（
産
業
振
興
部
農
林
課

主
幹
）
戸
田
篤
志

▽
建
設
部
建
築
住
宅
課
主
幹
兼
管
理
係
長（
建

設
部
建
築
住
宅
課
管
理
係
長
）
豊
田
兼
也

▽
建
設
部
建
築
住
宅
課
主
幹
兼
設
備
係
長（
建

設
部
建
築
住
宅
課
設
備
係
長
）
藤
村
泰
三

▽
下
水
道
部
下
水
道
総
務
課
長
（
下
水
道
部

下
水
道
総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長
）

井
田
和
志

▽
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課
長
（
下
水
道
部

下
水
道
建
設
課
主
幹
兼
計
画
・
施
設
係
長
）

新
谷
哲
也

▽
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
水
道
部
浄
水
課

長
）
松
本
泰
典

▽
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
管
理
係
長
（
東

浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
）
表
良
一

▽
会
計
課
主
幹
兼
審
査
係
長
（
会
計
課
審
査

係
長
）
木
下
千
恵

▽
議
会
事
務
局
総
務
課
長
（
企
画
管
理
部
秘

書
課
長
）
笹
原
英
昭

▽
議
会
事
務
局
総
務
課
主
幹
兼
調
査
係
長（
議

会
事
務
局
総
務
課
調
査
係
長
）
石
本
勝
則

▽
議
会
事
務
局
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長（
議

会
事
務
局
総
務
課
庶
務
係
長
）
澤
田
浩
章

▽
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
監
査
係
長
（
監
査

委
員
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
糸
井
宏
暢

▽
教
育
振
興
部
教
育
総
務
課
主
幹
（
教
育
振
興

部
教
育
総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長
）
田
中
英
樹

▽
教
育
振
興
部
学
校
教
育
課
主
幹
（
産
業
振

興
部
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
付
主
幹
京

都
舞
鶴
港
振
興
会
派
遣
）
南
部
浩
一

▽
教
育
振
興
部
社
会
教
育
課
長
（
生
涯
学
習

室
社
会
教
育
課
長
）
吉
岡
博
之

▽
教
育
振
興
部
社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教

育
係
長
（
産
業
振
興
部
農
林
課
主
幹
兼
農
業

振
興
係
長
）
井
本
正
樹

▽
教
育
振
興
部
社
会
教
育
課
主
幹
（
図
書
館

担
当
）
兼
東
図
書
館
長
兼
児
童
博
物
館
長
（
議

会
事
務
局
総
務
課
議
事
係
長
）
川
崎
弘
史

▽
教
育
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
子
ど

も
未
来
室
子
ど
も
育
成
課
主
幹
兼
保
育
係

長
）
小
谷
裕
司

▽
教
育
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼
振

興
係
長
（
生
涯
学
習
室
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主

幹
兼
振
興
係
長
）
神
社
啓
明

▽
中
央
公
民
館
主
幹
（
中
央
公
民
館
主
任
）

谷
慎
一
郎

▽
水
道
部
業
務
課
主
幹
兼
経
営
企
画
係
長（
水

道
部
業
務
課
経
営
企
画
係
長
）
馬
場
昭

▽
水
道
部
水
道
建
設
課
長
（
水
道
部
水
道
建

設
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）
大
岡
正
之

▽
水
道
部
水
道
建
設
課
主
幹
兼
工
務
係
長（
水

道
部
水
道
建
設
課
配
水
係
長
）
田
畑
敦
郎

▽
水
道
部
浄
水
課
長
（
水
道
部
水
道
建
設
課

主
幹
兼
管
理
係
長
）
飯
田
則
治

▽
水
道
部
浄
水
課
主
幹
兼
浄
水
係
長
（
水
道

部
浄
水
課
浄
水
係
長
）
河
守
俊
彦

▽
市
民
病
院
事
務
局
総
務
課
長
（
市
民
病
院
事

務
局
管
理
課
長
兼
財
務
係
長
）
有
本
与
佐
男

▽
消
防
本
部
予
防
課
主
幹
兼
危
険
物
係
長（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
長
）
寺
尾
正
浩

▽
東
消
防
署
副
署
長
兼
東
消
防
署
火
災
予
防

課
長
（
西
消
防
署
副
署
長
兼
西
消
防
署
火
災

予
防
課
長
）
蒲
田
正
明

▽
西
消
防
署
副
署
長
兼
西
消
防
署
火
災
予
防

課
長
（
東
消
防
署
副
署
長
兼
東
消
防
署
火
災

予
防
課
長
）
鉄
尾
富
士
男

▽
東
消
防
署
火
災
予
防
課
主
幹
兼
予
防
係
長

（
東
消
防
署
火
災
予
防
課
予
防
係
長
）

井
口
信
夫

▽
西
消
防
署
火
災
予
防
課
主
幹
兼
庶
務
係
長

（
西
消
防
署
火
災
予
防
課
庶
務
係
長
）

永
野
正
人

▽
西
消
防
署
警
備
３
課
長
（
東
消
防
署
警
備

２
課
警
備
２
係
長
）
藤
原
武
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市
で
は
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
舞
鶴
」
の
実
現
に
向
け
た
健
康
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
健
康
増
進
計
画
」（
25
～
34
年
度
）
と
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
「
文
化
振
興
基
本
指
針
」（
25
～
34
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
・
指
針
の
概
要

【
文
化
振
興
基
本
指
針
】

▪
文
化
振
興
の
理
念

❖
す
べ
て
の
市
民
が
文
化
を
楽
し

み
、
創
造
で
き
る
ま
ち
　
舞
鶴

❖
ま
ち
を
誇
り
に
思
い
、
愛
着
が

感
じ
ら
れ
る
文
化
都
市
　
舞
鶴

【
健
康
増
進
計
画
】

▪
基
本
理
念
　
一
人
ひ
と
り
が
主

人
公
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
健
康

な
ま
ち
・
ま
い
づ
る

▪
基
本
方
針

①
生
活
習
慣
病
の
発
症
及
び
重
症

化
予
防
の
た
め
の
取
り
組
み
の
推

進②
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
着
目
し
た

健
康
づ
く
り
の
推
進

③
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
環
境
整
備

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
制
度
の
結
果

閲
覧
で
き
ま
す

　
計
画
・
指
針
の
内
容
は
、
各
担

当
課
の
ほ
か
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中

央
・
東
・
西
・
南
公
民
館
、
大

浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西
図
書
館

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
文
化
振
興
基
本
指
針
】　

　
２
人
か
ら
２
件
の
意
見
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。
意
見
の
趣
旨
が

す
で
に
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

も
の
が
２
件
で
し
た
。

※
募
集
期
間
は
健
康
増
進
計
画
が

２
月
１
日
～
28
日
、
文
化
振
興
基

本
指
針
が
１
月
23
日
～
２
月
22
日
。

【
健
康
増
進
計
画
】

　
１
名
か
ら
２
件
の
意
見
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。
趣
旨
を
運
用
面

に
反
映
し
て
い
く
も
の
が
１
件
市

の
考
え
方
を
説
明
し
、
ご
理
解
い

た
だ
く
も
の
が
１
件
で
し
た
。

▼
健
康
増
進
計
画
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
（
☎

65
・
０
０
６
５
）
へ
。

▼
文
化
振
興
基
本
指
針
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
１
９
）
へ
。

健
康
増
進
計
画
、
文
化
振
興
基
本
指
針
を
策
定

▪
６
つ
の
柱

①
文
化
に
参
加
す
る

②
文
化
を
創
造
す
る

③
文
化
で
つ
な
が
る

④
ま
ち
づ
く
り
に
文
化
を
活
か
す

⑤
舞
鶴
ら
し
い
文
化
を
発
信
す
る

⑥
文
化
の
育
つ
し
く
み
を
つ
く
る

▪
重
点
的
に
取
り
組
む
項
目

①
（
仮
称
）
舞
鶴
市
文
化
振
興
条

例
の
制
定
を
検
討
す
る

②
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
豊
か
な

感
受
性
を
育
む
た
め
、
文
化
芸
術

に
慣
れ
親
し
む
機
会
を
設
け
る

③
舞
鶴
の
歴
史
、
文
化
な
ど
地
域

資
源
を
継
承
し
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
を
促
進
す
る
な
ど
、
舞
鶴
ら

し
い
文
化
を
内
外
に
発
信
す
る

④
市
民
が
文
化
芸
術
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
、
専
門
性
を
持
っ
た
学

習
機
会
を
設
け
る

⑤
民
間
の
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

⑥
舞
鶴
市
文
化
事
業
団
が
文
化
芸

術
の
振
興
お
よ
び
文
化
情
報
の
収

集
・
発
信
な
ど
の
中
核
的
役
割
を

発
揮
す
る
よ
う
機
能
を
強
化
す
る

⑦
市
民
の
文
化
活
動
を
支
援
す
る

公
募
型
補
助
金
を
創
設
す
る
　

⑧
文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
地

域
振
興
、
産
業
振
興
等
に
活
用
す

る
な
ど
、
創
造
都
市
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
る

▪
重
点
方
策
の
方
向
性

①
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
発
達

の
た
め
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

②
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生
涯
を
通

じ
た
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の

推
進

③
運
動
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
の
推
進

④
生
活
習
慣
病
の
改
善
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑤
認
知
症
予
防
の
推
進

⑥
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の

推
進

▪
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
目
標

《
子
ど
も
世
代
》

❖
朝
・
昼
・
夕
の
３
食
を
規
則
正

し
く
食
べ
る

❖
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い

❖
外
遊
び
を
楽
し
む
　
な
ど

《
働
き
ざ
か
り
世
代
》

❖
良
い
食
習
慣
・
運
動
の
習
慣
を

身
に
つ
け
る

❖
肥
満
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
）
に
な
ら
な
い

❖
正
し
い
お
口
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を

身
に
つ
け
る
　
な
ど

《
高
齢
者
世
代
》

❖
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
る

❖
認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活
習

慣
を
心
が
け
る

❖
転
ば
な
い
よ
う
に
心
が
け
る

❖
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
楽
し

く
食
べ
る

❖
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
つ

登録型本人通知制度が始まりました

　
５
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
謄
本
・

住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得
を
防
止

す
る
た
め
登
録
型
本
人
通
知
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録
を

す
れ
ば
、
対
象
と
な
る
証
明
書
を

第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、
そ

の
交
付
の
事
実
を
登
録
者
本
人
に

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

【
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書
】

◆
戸
籍
謄
・
抄
本
、
戸
籍
記
載
事

項
証
明
書
（
除
籍
を
含
む
）

◆
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含

む
）、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

◆
戸
籍
の
附
票
（
除
票
を
含
む
）

【
登
録
で
き
る
人
】

◆
舞
鶴
市
に
本
籍
が
あ
る
人
（
過

去
に
あ
っ
た
人
）

◆
舞
鶴
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

（
過
去
に
あ
っ
た
人
）

　
戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
に

お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

き
は
第
三
者
に
よ
る
証
明
書
の
交

付
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
窓
口
で
は
、
疎
明
資
料
や

請
求
理
由
を
確
認
し
、
次
の
よ
う

な
場
合
は
請
求
者
の
本
人
確
認
を

行
っ
た
上
で
証
明
書
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

◆
債
権
回
収
や
債
権
保
全
の
た
め

に
、
債
権
者
が
債
務
者
の
転
居
先

を
確
認
す
る
場
合

◆
相
続
手
続
や
訴
訟
手
続
な
ど
に

あ
た
り
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
場
合

◆
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が
職

務
上
の
請
求
と
し
て
受
任
し
て
い

る
事
件
や
事
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
必
要
な
場
合

ストップ！不正取得

第
三
者
が
証
明
書
を
交
付
請
求

す
る
場
合
と
は

【
手
続
き
方
法
】

　
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
書
類
を
持
っ
て
市
民
課
か
西

支
所
市
民
・
年
金
係
へ
。

▼
詳
し
く
は
、
市
民
課
（
☎
66
・

１
０
０
２
）、
西
支
所
市
民
・
年

金
係
（
☎
77
・
２
２
５
２
）
へ
。

本人通知制度登録者

戸籍謄本などの請求者

舞鶴市役所

①登録の申し出 ④交付した事実を通知

②戸籍謄本などの請求 ③戸籍謄本などの交付

警報の種類 要素 発表基準
大
雨

浸水害 雨量基準 １時間雨量 60㎜
土砂災害 土壌雨量指数基準 112

洪水

雨量基準 １時間雨量 60㎜

流域雨量
指数基準

 岡田川流域＝ 12
 伊佐津川流域＝21
 高野川流域＝ 13
 志楽川流域＝６

複合基準 －

指定河川洪水
予報による基準

  由良川下流
  【 福知山 】

暴風 平均風速
陸上 秒速 20㍍

海上 秒速 25㍍

暴風雪 平均風速
陸上 秒速 20㍍

雪を伴う

海上 秒速 25㍍
雪を伴う

大雪 降雪の深さ
平地 24 時間降雪

の深さ 40㌢

山地 24 時間降雪
の深さ 60㌢

波浪 有義波高 6.0㍍

高潮 潮位 1.0㍍

防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
～
舞
鶴
市
の
警
報
発
表
基
準
値
～

原
子
力
防
災
説
明
会
を
開
催

住
民
避
難
計
画
に
ご
理
解
を

　
原
子
力
防
災
の
知
識
や
今
年
３

月
に
策
定
し
た
「
原
子
力
災
害
住

民
避
難
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
府
と
共

催
で
「
原
子
力
防
災
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
。

【
会
場
・
日
時
・
駐
車
場
】

❖
東
公
民
館
…
５
月
12
日
㈰ 

10

時
～
12
時
、
東
公
民
館
駐
車
場
・

振
興
局
前
臨
時
駐
車
場
（
寺
川

横
）・
市
営
七
条
海
岸
駐
車
場

❖
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
…
５
月
12

日
㈰ 

15
時
～
17
時
、
市
営
西
舞
鶴

駅
駐
車
場
・
市
営
南
田
辺
駐
車
場

❖
大
浦
会
館
…
５
月
16
日
㈭ 

19

時
～
21
時
、
大
浦
会
館
駐
車
場
・

大
浦
会
館
前
臨
時
駐
車
場

※
い
ず
れ
の
会
場
も
駐
車
場
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
内
容
】　

①
原
子
力
防
災
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
…
府
原
子
力
防
災
専
門
委
員
・
京
都

大
原
子
炉
実
験
所
教
授
の
三
澤
毅
氏

②
国
・
府
の
原
子
力
防
災
対
策
に

つ
い
て
…
府
防
災
・
原
子
力
安
全
課

③
舞
鶴
市
原
子
力
災
害
住
民
避
難
計

画
に
つ
い
て
…
市
危
機
管
理
・
防
災
課

【
出
席
者
】

　
府
原
子
力
防
災
専
門
委
員
、市
長
、

市
危
機
管
理
監
ほ
か

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課
（
☎
66
・
１
０
８
９
）
へ
。

《危機管理・防災課》

【 舞鶴市の警報発表基準値 】

発表官署：京都地方気象台（平成 25 年３月４日現在）
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温かい善意 ありがとうございました
　平成 24 年度後期（10 月１日～３月 31 日）に市
に寄せられた寄付についてお知らせします。皆さん
の志に沿って活用させていただきます。
　寄付していただいた皆さんは次のとおりです。な
お、匿名の人については掲載していません。

【寄付金】
▪個人　今田壽孝さん（西方寺）、今村倖子さん（福
岡県）、大釜八寿男さん（亀岡市）、大山正さん（兵
庫県）、大山康子さん（兵庫県）、苅田八重子さん

（森）、齊藤征二さん（東京都）、武内均さん（大阪府）、
橘時夫さん（引土）、西政志さん（鹿児島県）、藤原
源徳さん（浜町）、眞鍋一さん（東京都）、三宅卓さ
ん（東京都）、森下常蔵さん（白杉）、森田信彦さん

（京都市）、山口裕さん（北吸）
▪団体　海上自衛隊護衛艦「みねゆき」、京都丹の
国農業協同組合、舞鶴商工会議所女性会   （敬称略）

【寄贈品】
❖青森県りんご対策協議会および舞鶴合同青果㈱…り
んごなど❖国際ソロプチミスト舞鶴…児童図書❖㈳京
都府トラック協会…環境問題啓発教材❖ SKY 舞鶴ク
ラブ…神崎かるた❖舞鶴みなとライオンズクラブ…児
童図書など❖舞鶴ライオンズクラブ…ランドセルカバ
ー・登下校用交通安全旗❖メガネの和諧堂…非常事態
用緊急メガネ　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　軽自動車税の納期限が、平成 25 年度からこれま
での４月 30 日から５月 31 日に変更。５月中旬に
納税通知書を送付します。減免申請は５月 24 日

（金）までに税務課へ。
【コンビニエンスストアでも納付できます】
　軽自動車税は、これまでの金融機関に加え、近畿
２府４県のゆうちょ銀行と全国の提携コンビニエン
スストアでも納付できます。ご利用ください。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1026）へ。

軽自動車税 納税通知書を送付

　市民団体などが取り組む地域力再生活動に助成金
を交付します。

【対象・内容】ボランティア団体や NPO 法人、自
治会などが取り組む環境保全・子育て支援・福祉・
防犯活動などに係る経費を助成します（事業費 15
万円以上で平成 25 年度中に完了すること）。

【交付率】事業の種類によって事業費の３分の２以
内または全額（限度額あり）

【申し込み方法】５月 31 日（金）までに所定の用
紙（企画政策課、中丹広域振興局企画振興室に備え
付け）で同課へ。

地域力再生交付金の受付

　人間ドックと脳ドックの受診費用を補助します。病
気の早期発見・早期治療のためにこの機会に受診を。

【対象】
▪舞鶴市国民健康保険加入者で次のいずれにも該
当。❖ 30 歳以上（脳ドックは 40 歳以上）で入院・
妊娠していない❖保険料を滞納していない
▪市内在住の後期高齢者医療制度加入者

【自己負担額】　
《市内医療機関》
❖人間ドック（12,600 円）❖脳ドック（12,600 円）
❖人間＋脳ドック（24,000 円）
※追加で骨密度測定、肝炎ウイルス検査（Ｂ型・
Ｃ型）も受診可（各 600 円）。

《明治国際医療大付属病院（南丹市）》
❖人間ドック（10,514 円）
❖人間＋脳ドック（18,771 円）

【受診期間】来年３月 28 日（金）までに指定の医
療機関で。

【その他】特定健康診査と両方は受診できません。
【申し込み方法】５月 16 日（木）～７月 31 日（水）
に保険証と印鑑を持参し保険医療課か西支所保健福
祉係へ。
▶詳しくは、保険医療課（☎ 66・1106）か西支所
保健福祉係（☎ 77・2253）へ。

人間ドック・脳ドック受診費用を補助

　５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」。市内に
は、地域の最も身近な相談役として民生委員・児童委
員（248 人）、主任児童委員（32 人）が活動しています。
　日々の生活の中で、困ったことや心配事があれば、
地域の民生委員・児童委員へ気軽にご相談を。地域の
民生委員・児童委員が分からない場合は、保健福祉企
画課まで連絡を。主な活動内容は次のとおり。

【民生委員・児童委員の主な活動】
❖福祉に関する相談や支援❖単身高齢者への見守り活
動や健康状態・世帯状況などの調査❖福祉に関する情
報提供や関係行政機関などへの連絡❖社会福祉協議会
やボランティアグループなどと連携した地域福祉活動
❖児童、妊産婦、母子家庭などに対しての行政機関へ
の協力や子育てに関わる相談

【主任児童委員の主な活動】
❖学校や児童相談所など関係機関と連携し、いじめ・
不登校問題の相談や児童虐待の早期発見・対応❖民生・
児童委員との連携による問題を抱える児童・家庭など
への相談援助
▶詳しくは、民生児童委員連盟事務局（保健福祉企画
課内、☎ 66・1011、ＦＡＸ 62・7957）へ。

気軽にご相談を　民生委員・児童委員

　雇用対策協議会では、舞鶴で活躍中の企業を紹
介する「舞鶴企業ガイド」を作成しており、新規
学校卒業者や求職中の人に情報を提供しています。
あなたの会社を「舞鶴企業ガイド」で PR してみ
ませんか。

【対象企業】市内に就業場所がある企業（採用計画
が未定であっても応募可）

【内容】「舞鶴企業ガイド」に貴社の情報を掲載
①冊子への掲載（６月発行予定）
②ウェブサイトへの掲載（７月～来年６月末まで）

【掲載料】年間 5,000 円（２年目以降は 2,000 円）
【申し込み方法】５月 10 日（金）までに所定の用
紙（産業振興・雇用対策課に備え付け。市ホームペ
ージからダウンロード可）で。
▶詳しくは、雇用対策協議会事務局（産業振興・雇
用対策課内、☎ 66・1021）へ。

企業ガイドへの掲載企業を募集

　市の人口、経済、社会などの統計資料を掲載した
「平成 24 年版舞鶴市統計書」（A ４判、116㌻）を
編集しました。
　情報公開コーナー、西支所、加佐分室、東・西図
書館で閲覧できます。コピーも可（有料）。市ホー
ムページにも掲載。
▶詳しくは、総務課（☎ 66・1044）へ。

平成 24 年版舞鶴市統計書を編集

　「都市計画法」に基づき、都市計画施設の決定お
よび変更案について縦覧を実施します。

【縦覧期間】５月 15 日（水）まで
【場所】情報公開コーナー、西支所、加佐分室、中央・
東・西・南・加佐公民館、大浦・城南会館。

【内容】東浄化センター内にある老朽化した汚物処
理場（し尿処理場）の改築にかかる都市計画決定（位
置・面積）と下水道施設の変更（面積）

【その他】期間中は意見書を提出できます。
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

都市計画の決定・変更に係る案の縦覧

交付率（上限額）

事業費の３分の
２（200 万円）
※対象事業費が
15 万円以上

事業費の全額
（30 万円）
※対象事業費が
15 万以上 30 万
円以内

特　徴

住民が互助によるサービスを
提供することで地域づくりの
基盤となる活動
❖高齢者や子育て親子などの
多世代が集える場所の運営
❖地域住民による危険箇所の
マップづくり　など

環境保全、子育て支援、防災・
防犯などの分野で、地域の
課題解決や魅力の向上に取
り組む公共的サービス活動
のうち、事業の立ち上げや
継続的な取り組みとなるよ
う工夫して実施する活動
❖地域の美化活動　 など

メニュー

 単独型

 単独型一般
 プログラム

【地域力再生プロジェクトの支援メニューの例】

▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）か中丹広
域振興局企画振興室（☎ 62・2031）へ。

　平成 25 年４月１日以降に新規導入（購入かリー
ス）した電気自動車とプラグインハイブリッド自動
車、電力供給設備に対して補助金を支給します。

【受付期間】導入後３か月以内～来年２月末
　　　　　  ※予算 400 万円を越えた時点で終了

【対象者】次の要件を満たす市民
❖家庭用で主に市内で使用する（事業用は不可）
❖市税の滞納がない

【補助額】
❖電気自動車、プラグインハイブリッド自動車
　１台に付き限度額 15 万円
❖電力供給設備
　必要経費の３分の１（限度額 10 万円）
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

電気自動車、電力供給設備などに補助金

災害復興の支援を
【東日本大震災義援金】　
　東日本大震災から２年１か月余りを過ぎた今でもな
お、多くの被災者の皆さんが仮設住宅などでの不自由な
生活を余儀なくされています。生活再建のために、今後
も長期にわたる支援が必要ですので、改めて義援金のご
協力をお願いします。義援金箱を市役所１階ロビーと西
支所に設置。平成 25 年３月末までに、4,858 万 8,893
円が寄せられました。ありがとうございました。

【府南部豪雨災害の義援金】
　平成 24 年８月に府南部で発生した豪雨災害に対
する義援金は、１万 4,441 円が集まりました。義援
金は、日本赤十字社を通じて被災者へお届けします。
▶詳しくは、保健福祉企画課（日本赤十字社舞鶴市
地区、☎ 66・1011）へ。

　６月 28 日（金）まで各自治会などを通じて、災害時にお
ける救護・支援活動や復興支援活動などを実施するための
活動資金を募集。皆さんの温かいご協力をお願いします。
▶詳しくは、保健福祉企画課（日本赤十字社舞鶴市
地区、☎ 66・1011）へ。

日本赤十字社の活動資金にご協力を
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ドクターＴのひとりごと
　　　　　　その⑪　観光振興による
　　　　　　　　　　　活力あるまちづくり

　わが国では少子高齢化と人口減少が進行してお
り、特に地方において、過疎化が深刻な課題となっ
ている。こうした社会構造の変化の中で、地域の活
性化を図るには、市外から多くの人が流入し、まち
が元気になる仕掛けが必要となる。まさに着地型
観光は、この課題解決に応える最も有効な手段であ
り、交通・宿泊業などにとどまらず幅広い産業に影
響し、新たな産業・雇用が生まれる。観光振興には、

「地域の魅力を高める」ことが必要であり、まずは、
住民自身が地域の豊かな観光資源を再認識できるよ
うな環境を整備し、「おもてなしの心」を大切にし、
来客者に「おもいで」を持ち帰っていただくことが
重要である。現在、活躍されているボランティア団
体のご協力を得て、「観光ナビゲター」のさらなる
育成も求められる。「おもいで」づくりとして、舞
鶴独自の「おみやげ」も役立つと思われ、民間事業
者に協力をお願いしたい。今年、京都府より府北部
の観光振興に向けた「海の京都」構想が発表され、
近隣市町と緊密な連携が進められている。府・市民、
民間事業者、観光関係団体、行政すべてで、課題お
よび目標を共有し、総力で取り組みたい。

まいづる花図鑑 81

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

図書館だより ～ 今月のおすすめ本 ～

　チーズケーキ、ティラミス、Ｂ級グ

ルメ…。戦後の日本人はいかに食を楽

しみ、果ては消費するようになったの

か？激しくはやりすたりを繰り返す食

べ物から見た日本文化史。　       （西）

『ファッションフード、ありま
す。―はやりの食べ物クロニクル
1970 － 2010』　畑中三応子

日本全国地図の謎 
浅井 建爾

　県境に建つ神社はどうなっているの

か？なぜ東日本の県は面積が広く、西

日本の県は狭いのか？富士山の一合

目、二合目などの「合」とは？など、

地図に秘められたさまざまな謎を取り

上げ、分かりやすく解説。   　　（東）

　道端や山野に生える多年草。茎は高さ 30㌢位に
なる。根元の葉は花柄があり、へら形で先の尖った
鋸
き ょ し

歯がまばらにある。茎の葉は柄がなく基部が茎を
抱く。初夏、茎の先で枝分かれし、径 1.5㌢位の黄
色の花をたくさん付ける。
　稀に白い花も咲き、シロニガナと呼ぶ。名前の由
来は「苦菜」で、茎や葉に苦味のある白い乳液を含
むことから。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【 ニガナ 】 （キク科）
見ごろ５～７月頃

「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約１万２千点の資
料の中から、前回に引き続き「白

し ら か ば

樺日誌」を紹介し
ます。
　白樺日誌は、舞鶴市出身の瀬野修氏がシベリア抑
留中に白樺の皮をノートの代わりにして、日々の思
いを俳句や和歌に綴ったものです。今回は、その中
から妻や子供たちを思う気持ちを詠んだものを紹介
します。
　「唯独り　生くるも難き是の世に
　　　　　　　　　　女子三人いかに過ごすや」
　１人で生きていくのも難しい世の中で、女性３人
でどのように暮らしているのであろうかと祖国にい
る妻や子供たちの身を案じており、続きの句では、
　「帰る日の　近きを念じ只

ひ た す ら

管に
　　　　　　　　　　汝が見守りて健

た

けくませ」
　１日も早く帰れることを願いただひたすら、お前
( 妻 ) が丈夫であることを願うばかりだ、と重ねて家
族の無事を願っています。自身が過酷な状況に置かれ
ながらも日本に残された家族がどうしているのかとい
う思いが、生きて帰らねばという気持ちを強くして、
それが生きる活力となっていたのでしょう。

　また、長く厳しいシベリアの冬で雪解けを待遠し
く思っていると、ふと子供たちのことを思い出して
詠んだ句があります。
　「雪解けを　待ちつつもとなはしけやし
　　　　　　　　　子等の瞳の忘らえなくに」
　忘れたくとも忘れられない子供たちのことが心配
になり、抱きしめたくなる衝動にかられる思いを詠
んだこの句には、子供たちへの溢れんばかりの愛を
感じ取ることができます。
　瀬野氏はこのほかにも兄や母を思い詠んだ句もあ
り、極限の状況にありながらも家族の安否を気遣う
気持ちが伝わってきます。家族の絆や人を思いやる
気持ちは、現代の我々へのメッセージとも取れるの
ではないでしょうか。
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

白樺日誌

　小さな体に大きなランドセルを背負い、ピカピカ
の１年生が元気に登校する姿を目にされていること
でしょう。その子どもたちのかたわらに優しいまな
ざしで付き添って歩いておられるボランティアの皆
さんの姿も目にされているのではありませんか。
　子どもたちの安全・安心を守ろうと各地で「見守
り隊」「パトロール隊」が組織され、登下校時に交
差点に立たれたり、一緒に歩かれたりと多くの方が
活動をされています。あるボランティアの方は子ど
もたちのためにという一方で、自分たちも子どもた
ちに元気をもらっているから頑張れると話されてい
ます。このような互いに支え合う関係が知らず知ら
ずの間にできていることは、私たちが生活をしてい
く上でとても大切なことであり、こういった見守り
によって毎日、安全・安心に登下校できていること
への「ありがとう」の気持ちを子どもたちにも感じ
てほしいものです。
　子どもは、家庭を拠点として幼稚園、小学校、中
学校と少しずつ大きな社会の中に身を置くように
なっていきます。泣いたり笑ったり、日々、成長し
ていきます。その間、家庭や学校、地域などで、家

広げよう人権の輪 ～ 家庭の中から「おはよう」「ありがとう」を ～

族や友達、さまざまな大人との豊かなかかわり合い
をとおして、人に対する愛情と信頼感を深めていく
ものです。その中でも大切な役割を果たすのが家庭
です。「自分の大切さと共に、ほかの人の大切さを
認めること」ができるために必要な人権感覚は、い
くら言葉で説明しても身に付くものではありませ
ん。自分が大切にされていることを実感してこそ自
分やほかの人を思いやる感覚や気持ちが芽生え、育
つものです。
　まずは家庭から、日常生活の中で交わす「おは
よう」「ありがとう」などのあたたかい声かけや心
を伝える話し方をこころがけていきませんか。　    
　　　　　　　　  　　　　　 　《人権啓発推進室》

ごみブクロウの
『エコな生活ホーホー』教えます！

（ 方 法 ）

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

　５月 30 日は「５（ご）３（み）０（ゼロ）」の日。
美化活動の記念日だよ！道端に落ちているごみをひ
とつ拾うだけでも、きれいなまちをつくる大きな一
歩になるよ。みんなで取り組もう！
　清掃活動には市がボランティア用のごみ袋を支給
したりごみの回収もやってるよ。

ご
み
ゼ
ロ
の

　

日
に
は
す
す
ん
で　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ご
み
拾
い

　

み
ん
な
で
つ
く
る

　
　

き
れ
い
な
ま
ち
を

ご
み
ブ
ク
ロ
ウ
流

　

「ま
ち
美
化
の
す
す
め
」



202013.5-1 maizuru21 2013.5-1maizuru

　３月 16 日～ 25 日まで姉妹都市ポーツマス市（英
国）を訪問していた青少年英語研修参加者が帰国。
３月 29 日、報告のため市役所を訪れました。研修
に参加したのは、高校生７人、中学生４人の 11 人。
　参加者たちは、「日本と英国の文化の違いにおどろ
いた」「将来のことを考える手がかりになった。いろ
んな人に感謝したい」など海外生活で感じたことや
今後の抱負、旅の思い出などを話していました。

　友好都市・大連市（中国）出身の李
り

明
め い き

熹さんが国際
交流員として着任。４月 12 日に多々見市長から辞令
を受けました。国際交流員の配置は、平成 17 年度か
ら実施しているもので、李さんで９代目。
　来年４月までの１年間、舞鶴・大連両市の友好都市
交流の橋渡し役や京都舞鶴港の振興業務、市民交流の
支援などさまざまな活動に取り組みます。
　辞令を受けた李さんは「料理教室などを通じて食文
化の交流にもチャレンジし、両市市民の相互理解を深
める活動を展開したいです」と抱負を語りました。

国際交流員に李さんが着任
ポーツマス市で英語研修

▲報告後に市長と一緒に記念撮影 ▲辞令交付後に市長と歓談

CAMERA EYE

カメラアイまちのイベ
ントを

写真で紹介

　神崎地区の歴史や文化、自然を伝える「神崎かる
た大会」が３月 16 日、旧神崎小学校で行われまし
た。神崎かるたは、同校の卒業生と生涯学習グルー
プ SKY 舞鶴クラブが地域の魅力を伝えようと作製
したもの。
　当日は小・中学生や地域の人約 80 人が参加し、
かるた大会をはじめ、地元の伝説を紹介する紙芝居
や校歌の合唱などで 1 日楽しく過ごしていました。
　かるた大会では、佐藤みづきさんが優勝。「かる
たを通じて知らないことがたくさんあった。新しい
発見があっておもしろい」と話していました。

神崎かるたで地域を再発見

01. 熱くなったかるた大会の決勝戦　02. 全員で記念撮影

04. 新型列車あかまつとあおまつを元気に見送る園児たち
05.KTR 東雲駅の前でみんなで記念撮影

01. あかまつ
02. くす玉を割って祝う
03. あおまつ

01. 青空のもと号砲と同時にスタート
02. サブイベントの短距離競走
03. ヒーローも参加 !?

　３月 17 日、「ふるさと加佐ロードレース」が大
庄屋上野家の発着で行われ、好天のなか約 140 人
のランナーが参加しました。同大会は地元の実行委
員会が主催する大会で今年で 10 回目。
　参加者は３㌔と５㌔の種目に分かれ、自然豊かな
加佐地区のコースを走りました。また、ロードレー
スのほかに、短距離競走なども行われ大いに賑わい
ました。

ふるさと加佐を駆け抜ける

02

0203

01

01

　KTR の新型車両「あかまつ」「あおまつ」の運行が４
月 14 日に始まりました。当日、西舞鶴駅で出発式が行
われ、車両をデザインした水戸岡鋭治さんなど約 200
人が出席。くす玉を割って初運行を祝いました。
　１日駅長に任命された岸田爽君（高野小６年）の合図
で両車両が出発。今後、京都北部のまちおこしや観光
振興の PR に活躍します。

《みんなで手を振ろう～ウエルカム丹後～》
　４月 12 日に行われた「あかまつ・あおまつ」体験
試乗会の運行に合わせて、八雲・岡田保育園の園児
40 人が東雲駅でお出迎えをしました。同車両を見か
けたら手を振って乗客を歓迎する「ウエルカム丹後」
の一環で行ったもの。
　園児たちは元気いっぱいの声援を送っていました。

KTR の新型車両が運行　沿線でもお出迎え

04

01 02 03

05
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同セ
ンターへご連絡を。協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

５月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

　６月４日～ 10 日は「歯の衛生週間」。歯を大
切にし 80 歳で 20 本以上の歯を残すことを目指
し、「8020 歯っぴいデイ」を開催します。

【日時】６月４日（火）９時 30 分～ 12 時
【場所】中総合会館
【内容】歯や入れ歯、むし歯、歯周病などお口の
悩みに舞鶴歯科医師会の衣川慶紀先生が対応。

【定員】先着 15 人
【申し込み方法】５月２日（木）～６月３日（月）
に電話で保健センターへ。

《健口アドバイスコーナーも開設》
　９時 30 分～ 16 時。保健センター３階健康チ
ェックコーナー。むし歯、歯周病などの予防啓発
に関する展示と歯科衛生士による口腔ケアアドバ
イスなど。無料。
※口腔ケアグッズの配布あり

　昨年、市が実施した大腸がん検診に 4,230 人
が受診し、その内 14 人から大腸がんが発見され
ました。大腸がんの発症率は 40 歳代から上がり、
高齢になれば更に増えていきますが、早期発見・
治療により９割以上が完治します。
　しかし、がんの進行とともに治癒率は下がりま
す。早期発見・早期治療のために、この機会にぜ
ひ受診しましょう。

【実施期間】　10 月 31 日（木）まで
【場所】　市内の実施医療機関
【内容】　便潜血反応検査（少量の便を２日間採取）
【対象】　市内に住民登録のある 40 歳以上の人
　　　　（昭和 49 年３月 31 日以前出生）

【料金】　500 円
【申し込み方法】　電話で保健センターへ。

早期発見・治療が大切
大腸がん検診の受診を

白い歯っていいな
8
はちまるにいまる

020 歯っぴいデイ

いつまでも健康に
「高齢者生き生きトレーニング教室」  参加者を募集

◎ 健 康 診 査

個別接種＝市内の協力医療機関
❖乳幼児（ＢＣＧ、三種混合１期、麻しん風しん
１期・２期、日本脳炎１期、不活化ポリオ、四種
混合１期、ヒブ、小児用肺炎球菌）
❖児童・生徒（三種混合２期、日本脳炎２期、子
宮頸がん予防）
　いずれも該当者には通知済み。対象などは保健
センターか市ホームページでご確認を。転入や紛
失などで予診票をお持ちでない人は、保健セン
ターへご連絡ください。

◎ 予 防 接 種

健やか育児相談
　20 日（月）９時 30 分～ 11 時。育児の悩みや歯・
食事の相談、身体計測など。対象は乳幼児の保護
者。無料。申し込み不要。

離乳食教室
　24 日（金）14 時～ 15 時 30 分。離乳食の話
と試食。対象は６～８か月児の保護者。先着 15
人。無料。対象児のみ託児あり。申し込みは、２
日（木）から電話で。

心の健康相談室
　27 日（月）11 時～ 15 時 45 分。子育ての悩
みや人間関係、仕事のストレスなどの相談にカウ
ンセラーが応じる。先着３人。無料。申し込みは、
２日～ 24 日（金）に電話で。

◎ 教 室 ・相 談
乳幼児健診
　対象は３か月 ･10 か月 ･ １歳６か月 ･ ３歳児。
該当者には通知。対象や日程の確認は保健セン
ターか市ホームページで。

　いつまでも健康で、生き生きと暮らせるよう、体力の維持向上や介護予防を目指し
「高齢者生き生きトレーニング教室」を実施します。

【日時・会場】右表のとおり。
【内容】筋力、柔軟性、バランス能力
などのトレーニングやスワロビクス

【対象】65 歳以上（多数の場合は抽選）
　　 　※初めての人を優先

【参加費】月 1,000 円
【申し込み方法】５月７日㈫から電話
で各会場へ。

５月のカレンダー
休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      ３日 ㈮ ９時から 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
      ４日 ㈯

９時から 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
      ５日 ㈰
      ６日 ㈪ ９時から

舞鶴医療センター （☎ 62・2680） 11 日 ㈯ 開業医の診療終了後
 12 日 ㈰ ９時から
 18 日 ㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
 19 日 ㈰ ９時から
 25 日 ㈯ 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
 26 日 ㈰ ９時から

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、
軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日
の診療時間内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
    ３日 ㈮ 

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

    ４日 ㈯ 
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

    ５日 ㈰ 

    ６日 ㈪ 
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

  12 日 ㈰

  19 日 ㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

  26 日 ㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

当番会社
㈱舞設 （☎ 62・0253）

水道修理

納　　期

種　類 納期限
　軽自動車税 （全期） ５月 31 日（金）

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。いずれも 400㍉㍑
のみ。

献血の日程

日 受付時間 会場
 25 日 ㈯ ９時～ 13 時 志摩機械㈱

 26 日 ㈰ ９時 30 分～ 12 時
13 時～ 15 時 30 分 田辺城まつり

 31 日 ㈮ 14 時～ 16 時 西消防署

ごみ・し尿の収集

日
収集ごみ 粗大ごみの

戸別収集
申込受付※ 1

し尿の
収集

ごみの持ち込み

可燃 不燃 清掃
事務所

リサイクル
プラザ

１日 ㈬ ○ ○ ○ ○

８時 30 分
～ 16 時

８時 30 分
～ 16 時

※ 3

２日 ㈭ ○ ○ ○ ○※ 2
３日 ㈮ 休 ○ 休 休
４日 ㈯ 休 休 休 休
５日 ㈰ 休 休 休 休
６日 ㈪ 休 ○ 休 休

※１
※２

※３

受付時間は平日の８時30分～16時30分。専用電話（☎64・5953）へ。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域＝東地区（寺川以西）、中地区（全域）、
西地区（吉原、匂崎）は５月２日も休業。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。予約は平日の８時
30 分～ 16 時 30 分に同プラザ（☎ 64・7222）へ。

会場・申込先 実施期間 曜日・時間 定員 申込期限

保健センター
（☎ 65・0065）

６月３日
～ 10 月 28 日

毎週月曜日
14 時～ 16 時 30 人

５月 15 日㈬
６月７日

～ 10 月 25 日
毎週金曜日

10 時～ 12 時 30 人

南公民館
（☎ 62・0288）

６月４日
～来年３月 25 日

毎週火曜日
14 時～ 16 時 30 人 ５月 17 日㈮

加佐公民館
（☎ 83・0014）

  実施中
（来年３月25日まで）

毎週火曜日
13 時 30 分～ 15 時 30 分 若干名 ー

【お知らせ】
　休日・土曜日の救急・急病診療などの当番病院のお
問い合わせは一般財団法人舞鶴地域医療連携機構（☎
66・1036）へお願いします。休日・土曜日・夜間は
消防本部通信指令課（☎ 65・0214）へ。
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●
５
月
13
日
～
27
日
の
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
に
計
７
回
、
19
時
～
21
時

●
東
舞
鶴
公
園
●
市
内
在
住
か
在
勤
の
社

会
人
●
先
着
40
人
●
３
，
０
０
０
円

●
５
月
13
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
東
舞
鶴
公

園
管
理
棟
（
☎
63
・
７
６
４
３
）
へ
。

テ
ニ
ス
教
室

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

event

催
し

●
５
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
大
浦
会
館
●
春
の
行
楽
弁
当
を
作
る

●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
●
先
着
12
人

●
１
，
０
０
０
円
●
５
月
22
日
㈬
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
大
浦
会
館
（
☎
68
・

２
０
１
０
、
ＦＡＸ
68
・
２
０
１
１
）
へ
。

春
の
料
理
教
室

場 時●
５
月
26
日
㈰
９
時
30
分
～
12
時

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
●
小
学
生
●
先
着
６
人

●
２
，
５
０
０
円
●
５
月
17
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
ま
い
づ
る
ア
ロ
マ
き
っ
ず
の
森
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
３
８
２
３
・
９
８
５
０
）
へ
。

き
っ
ず
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座

対

場 時 ●
５
月
22
日
～
11
月
27
日
の
第
４
水
曜
日

に
計
７
回
、
９
時
15
分
～
12
時

●
西
総
合
会
館
●
50
歳
以
上
●
先
着
20
人

●
１
回
８
０
０
円

●
５
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
西
公
民
館

（
☎
75
・
６
５
０
１
）
へ
。

健
や
か
料
理
教
室

時

●
５
月
12
日
・
19
日
・
26
日
の
日
曜
日
、

14
時
～
15
時
30
分
●
北
吸
多
目
的
施
設

●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

和
太
鼓
体
験
教
室

対

場

時

教
室
・
講
座

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
５
月
10
日
㈮
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
５
月
29
日
㈬
18
時
～
21
時

〈
共
通
〉
●
先
着
30
人
●
実
施
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
電
話
で
各
消
防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

時 ●
５
月
11
日
㈯
～
19
日
㈰
９
時
～
17
時

●
自
然
文
化
園

●
園
内
に
自
生
す
る
山
野
草
な
ど
約
１
０
０

点
を
鉢
植
え
や
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介

●
花
と
緑
の
公
社
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

春
の
山
野
草
展

●
５
月
11
日
㈯
10
時
～
13
時
●
杉
山
市
民
農
園

●
お
こ
わ
や
桜
す
し
な
ど
を
作
る

●
先
着
30
人
●
１
，
５
０
０
円

●
５
月
６
日
㈷
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
水

の
里
杉
山
の
松
岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５

１
２
６
・
３
３
１
９
）
へ
。

名
水
杉
山
楽
校

定

料

申

場

内 時 問 場内 時

●
５
月
11
日
㈯
と
12
日
㈰
10
時
～
17
時

（
12
日
は
16
時
ま
で
）

●
西
総
合
会
館
●
１
０
５
瓶
を
展
示

●
池
坊
舞
鶴
支
部
の
椿
さ
ん
（
☎
62
・
２

３
７
９
）

い
け
ば
な
池
坊
展

問 場

内

時●
５
月
11
日
㈯
14
時
～
16
時
●
総
合
文
化
会
館

●
日
星
高
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る

演
技
や
吉
本
芸
人
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

●
市
内
在
住
の
中
・
高
校
生

●
先
着
１
，
５
０
０
人

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.lio
n
s-

club
.g

r.jp
/lio

n
s_fo

rm
/

）
の
専
用
フ
ォ

ー
ム
か
ら
。
１
件
に
つ
き
４
人
ま
で
。

●
舞
鶴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
☎
62
・
１

１
０
２
）

中
高
生 

献
血
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

定申問 対

場

内 時●
５
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時

●
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
●
市
内
の
高
等

学
校
と
舞
鶴
高
専
の
女
子
学
生
が
「
日
本

の
心
」
を
テ
ー
マ
に
論
文
の
発
表
と
討
論

●
実
行
委
員
会
の
河
田
さ
ん
（
☎
63
・
５

３
７
７
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
舞
鶴

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

場 時

みなと舞鶴ちゃったまつり
　７月 27 日㈯と 28 日㈰に恒例の「みなと舞鶴ちゃ
ったまつり」が開催されます。まつりに華を添える
クイーンまいづると花火の募金を募集します。

クイーンまいづるを募集
●観光キャンペーン活動など（任期は１年）
●市内在住か出身の 18 歳以上の女性（高校生を除く）
●３人（書類選考と面接）
●５月 27 日㈪ 17 時まで

周年記念花火
●企業の歴史や歩みを祝いたい・ＰＲしたい事業所
●５月 20 日㈪～７月１日㈪

まい花火募金
●皆さんからの募金で花火を打ち上げ
●１口 1,000 円
●５月 20 日㈪～７月 28 日㈰

　▶詳しくは、実行委員会事務局（商工会議所内、
☎ 62・4600）へ。

申

内

定

申

対

内

料

申

内

　５月 25 日㈯と 26 日㈰に舞鶴公園一帯で「まいづ
る細川幽斎田辺城まつり」が開催されます。

前夜祭
●５月 25 日㈯ 16 時～ 20 時
●桂林寺、舞鶴公園
●❖園児や小学生による子ども講談
❖幽斎花灯籠みこし❖門前市❖よさこい踊り
❖大慶和尚籠城参戦❖花灯籠の点火　など

田辺城まつり当日
●５月 26 日㈰９時～ 16 時
●舞鶴公園一帯と西市街地
●❖芸屋台での語り部❖古今伝授の小芝居
❖会津藩奴

やっこたい

隊の参加のもと武者行列
❖福井県勝山高日本文化部による勝山太鼓　など
●勤労者福祉会館でフリーマーケット「城下町掘り
出し物市」も開催（26㌻に関連記事）
　▶詳しくは、実行委員会事務局（舞鶴商工振興会内、
☎ 75・0933）へ。

場

内

時

他

場

内

時
まいづる細川幽斎田辺城まつり

●
５
月
26
日
㈰
10
時
～
14
時
30
分

●
旧
神
崎
小
学
校
集
合
●
市
内
在
住
の
人

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
●
先
着
20
組

●
５
月
18
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公
民

館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）
へ
。

渡
り
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
観
察
会

定

申

対

場 時

オ
ス
ト
メ
イ
ト
交
流
会

●
５
月
18
日
㈯
13
時
～
16
時
●
市
政
記
念
館

●
三
浦
綾
子
著
「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
」
な
ど

●
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
だ
ま
会
事
務
局

（
☎
62
・
６
７
３
１
）

朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

問

場

内 時

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
催
し

▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ

▪
荒
木
幸
子
個
展 

刺
し
子
と
押
し
花
展

●
５
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬
10
時
～
16
時

▪
エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
５
月
７
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

●
加
茂
拓
也
さ
ん
と
東
山
剛
さ
ん
が
出
演

▪
料
理
講
座

●
５
月
26
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
「
肉
ま
ん
」
と
「
あ
ん
ま
ん
」
を
作
る

●
舞
鶴
料
理
学
院
学
院
長
の
河
田
宏
子
さ
ん

●
市
内
在
住
の
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
●
先
着
15
人
●
３
０
０
円

●
５
月
２
日
㈭
～
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
共
通
〉

●
サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」（
身
障
セ

ン
タ
ー
内
）

身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

●
５
月
３
日
㈷
10
時
か
ら

●
青
葉
山
ろ
く
公
園

●
昔
の
遊
び
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
な
ど

●
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

（
社
会
教
育
課
内
、
☎
66
・
１
０
７
３
）

●
５
月
19
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
皮
膚
・
排
泄せ

つ

ケ
ア
認
定
看
護
師
に
よ
る

講
演
「
最
新
の
皮
膚
ケ
ア
に
つ
い
て
」
な
ど

●
市
内
の
膀ぼ

う
こ
う胱

・
直
腸
機
能
障
害
者
と
そ

の
家
族
●
先
着
15
人
●
１
５
０
円

●
５
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ

62
・
９
５
４
６
）
へ
。

引揚記念館企画展
新収蔵品展「未来への記憶」

　昨年度に寄贈いただいた資料を紹介する企画展
「新収蔵品展ー未来への記憶ー」を開催。初めて
展示するものばかりです。寄贈者の平和への願い
がつまった企画展へご家族でお越しください。
●６月 30 日㈰まで９時～ 17 時
●引揚記念館

● ❖ 昭 和 22 年 ご ろ
に日系米兵が撮影し
た舞鶴の街並みや引
揚船内の様子の写真
❖モンゴル抑留中に
作成された花札❖出征旗❖旧陸軍の軍服や備品
❖引き揚げや抑留に関する体験手記のほか戦時下
などに関する書籍類など
●引揚記念館（☎ 68・0836）

●
先
着
10
人
●
１
回
の
み
の
参
加
も
可

●
電
話
で
ク
レ
イ
ン
ズ 

舞
太
鼓
の
伊
庭

さ
ん
（
☎
62
・
５
５
３
３
）
へ
。

’

時時時時時時

時

時

時時内

内

内

内

内

場

場

場場

場 内

定

定
定

定

定
定

定

定

時 対

対

対 対

対

料

料

料料料

申

申 申

申 申 申

料

申時

問

問 講

問
▲昨年の様子

▪
赤
れ
ん
が
博
物
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

●
５
月
５
日
、
９
時
～
16
時

●
小
・
中
学
生

●
先
着
１
０
０
人
に
記
念
品
を
進
呈
。
当

日
は
入
館
無
料

●
赤
れ
ん
が
博
物
館
（
☎
66
・
１
０
９
５
）

▪
引
揚
記
念
館
子
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

●
５
月
５
日
、
10
時
か
ら

●
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
舞
鶴
・
引
揚
語
り
の

会
に
よ
る
紙
芝
居
（
随
時
）、
抑
留
体
験

の
話
。
地
元
産
品
の
販
売
も
。
当
日
は
入

館
無
料
。

●
引
揚
記
念
館
（
☎
68
・
０
８
３
６
）

▪
こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ

●
５
月
５
日
㈷
９
時
か
ら

●
五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

●
多
数
の
こ
い
の
ぼ
り
を
タ
ワ
ー
に
設
置
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
模
擬
店
、
白
糸

中
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
な
ど
。

●
同
タ
ワ
ー
（
☎

66
・
２
５
８
２
）

時時時時 場場 内内 問問問問 内 内 対

他
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❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日
❖人口　86,001 人（ー 714 人）❖男　42,849 人（ー 494 人）❖女　43,152 人（ー 220 人）
❖世帯　34,928 世帯（ー 268 世帯）
※平成 25 年４月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

そ
の
他

親子で楽しく遊ぼう

第 28 回 ふれあい広場

高浜町からのお知らせ

【日時】５月 26 日㈰ 10 時～ 15 時
【場所】城山公園ほか（高浜町事代）
雨天時は青葉ふれあいドーム（高浜町
中山）

【内容】❖ふれあい動物園
❖カヌー体験教室
❖赤ふん坊やのダンスステージ
❖屋台コーナーなど

【問い合わせ先】青少年育成高浜町民
会議事務局（高浜町教育会館内、☎
0770・72・2888）

相
談

●
５
月
23
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者
●
先
着
５
人

●
５
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３
市

内
字
余
部
上
２
‐
９
）で
同
セ
ン
タ
ー（
☎

64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

●
５
月
13
日
㈪
と
27
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

30
分
●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
２
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
公
証
相
談

●
14
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
14
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問
題
、
家

屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
17
日
㈮
13
時
か
ら
●
市
役
所
本
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
15
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
行
政
書
士
相
談

●
22
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
庁
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
な
ど

▪
困
り
ご
と
相
談

●
❖
21
日
㈫
…
西
総
合
会
館
❖
22
日
㈬
…

東
公
民
館
、
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

●
調
停
委
員
ら
が
応
じ
る

聞
こ
え
の
相
談
会

療
育
相
談

５
月
の
市
民
無
料
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

人
権
相
談

▪
電
話
相
談

●
５
月
２
日
～
16
日
の
木
曜
日
10
時
～
16
時

●
子
育
て
や
家
庭
内
で
の
暴
力
、
介

護
、
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
。
専
用
電
話

（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
５
月
15
日
㈬
11
時
～
16
時

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
、
情
報
提
供
な
ど
●
先
着
４
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
５
月
１
日
㈬
～
前
日
に
電
話
で
人
権
啓

発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
５
月
28
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
５
月
14
日
㈫
～
前
日
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
女
性
無
料
相
談

●
５
月
29
日
㈬
13
時
～
17
時

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

●
生
活
相
談
、
就
労
相
談
、
障
害
の
あ
る

人
の
た
め
の
相
談
な
ど

●
1
人
50
分

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５

８
９
）
へ
。

就
職
ま
で
の
生
活
と
就
労
の
巡
回
相
談

【日程と会場】下表のとおり
【時間】13 時 30 分～ 15 時
【講座内容】健康や医療、歴史などをテ
ーマにした講演やニュースポーツなど

【対象】対象地域在住の 60 歳以上
【申し込み方法】電話で各会場へ

会場・申込先 日　程 対象地域

東公民館
（☎62・1237）

５月16日～
11月７日に計10回 東地区

南公民館
（☎62・0288）

５月16日～
12月５日に計９回 南地区

加佐公民館
（☎83・0014）

５月16日～
12月12日に計８回 加佐地区

大浦会館
（☎68・2010）

５月17日～
12月６日に計８回 大浦地区

中央公民館
（☎62・0400）

５月23日～
11月28日に計12回 中地区

城南会館
（☎78・1800）

６月12日～
12月11日に計７回

西地区
西公民館

（☎75・6501）
６月20日～
11月７日に計10回

●
５
月
16
日
㈭
10
時
～
11
時
●
西
総
合
会
館

●
散
歩
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

●
歩
き
始
め
～
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
●
先
着
25
組
●
５
０
０
円

●
５
月
14
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

●
５
月
17
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
東
公
民
館
●
子
育
て
中
の
親

●
先
着
30
人
●
託
児
あ
り

●
５
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
東
公
民
館

（
☎
62
・
１
２
３
７
）
へ
。

●
５
月
29
日
㈬
10
時
～
12
時
●
中
総
合
会
館

●
１
歳
６
か
月
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
（
保
護
者
の
み
も
可
）

●
先
着
20
人
●
３
０
０
円
（
託
児
代
）

●
５
月
21
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
子
育
て
支

援
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

わ
く
わ
く
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

タ
イ
式
ヨ
ー
ガ「
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
」

ぱ
く
ぱ
く
ひ
ろ
ば
（
幼
児
食
教
室
）

●
６
月
14
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分

●
城
南
会
館
●
聖
母
の
小
さ
な
学
校
副
代

表
の
梅
澤
良
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
生
き
る

子
ど
も
の
力
」
●
６
か
月
～
３
歳
未
満
児

と
そ
の
保
護
者
●
先
着
15
組

●
５
月
29
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
城
南
会
館

（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室
子
育
て

●
５
月
29
日
～
10
月
16
日
の
水
曜
日
に
計
17

回
、
９
時
30
分
～
11
時
30
分
●
陶
芸
館

●
ろ
く
ろ
教
室
修
了
者
か
同
程
度
の
作
陶

経
験
者
●
10
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
１
万
２
，０
０
０
円（
土
代
が
別
途
必
要
）

●
５
月
19
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
陶
芸
館

（
☎
64
・
３
２
６
３
）
へ
。

●
６
月
26
日
㈬
10
時
～
12
時
●
城
南
会
館

●
平
野
恭
子
さ
ん
●
先
着
20
人
●
５
０
０
円

●
６
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
城
南
会
館

（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

ろ
く
ろ
自
由
作
陶
教
室

パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
教
室

●
５
月
29
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時

●
東
公
民
館
●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

●
５
月
23
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
東
公
民
館

（
☎
62
・
１
２
３
７
）
へ
。

松
花
堂
弁
当
作
り
教
室

舞
鶴
赤
十
字
病
院
60
周
年
記
念

野
球
講
演
会
「
夢
を
つ
か
め
」

●
５
月
26
日
㈰
10
時
～
14
時
●
西
総
合
会
館

●
20
歳
以
上
の
個
人
か
グ
ル
ー
プ
（
販
売

業
者
や
飲
食
物
販
売
は
不
可
）

●
先
着
24
店
●
１
，
０
０
０
円

●
５
月
20
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

●
❖
６
月
１
日
㈯
が
中
学
生

❖
２
日
㈰
が
一
般
・
障
害
者
・
体
験
会

●
文
化
公
園
体
育
館
ほ
か

●
❖
中
学
生
…
剣
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球

❖
一
般
（
社
会
人
）
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
野
球

❖
障
害
者
…
卓
球
バ
レ
ー

❖
体
験
会
（
誰
で
も
参
加
可
）
…
マ
イ
パ

ッ
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

●
５
月
14
日
㈫
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
、
東
・
文
化
公
園
体
育
館

な
ど
に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
同
課
（
☎
66
・

１
０
５
８
）
へ
。

●
５
月
中
旬
～
12
月
頃
●
神
崎
地
区

●
落
花
生
の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験

●
農
業
に
興
味
が
あ
る
人

●
先
着
５
人

●
農
林
課
（
☎
66
・
１
０
２
３
）

「
城
下
町
掘
り
出
し
物
市
」
出
店
者

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

舞
鶴
特
産
「
落
花
生
」
の
栽
培

募
集

●
10
人
以
上
の
団
体
●
先
着
15
団
体
程
度

●
所
定
の
用
紙
（
社
会
教
育
課
に
備
え
付

け
）
で
事
業
実
施
日
の
30
日
前
ま
で
に
同

課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）
へ
。

人
権
講
座
の
講
師
謝
礼
を
助
成

●
結
婚
や
医
療
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
自

動
車
の
購
入
な
ど
の
費
用
に
対
し
て
融
資

●
市
内
在
住
で
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の

事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
、
年
収
が
１

５
０
万
円
以
上
の
人

●
融
資
額
は
１
５
０
万
円
ま
で
。
返
済
期

間
は
７
年
以
内
。
金
利
は
年
２
㌫
（
完
済

後
０
・
７
㌫
を
市
が
補
給
）。
保
証
料
が

別
途
必
要
。

●
ろ
う
き
ん
舞
鶴
支
店
（
☎
62
・
５
５
４
１
）

舞
鶴
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
資
金
融
資
制
度

他問 対 内

定

他申

場内 時

定

申 対 場内 時 申 対

場

内

時 他申 内 時定

他

申対 内 時

場内 時

内 時

場 内時

内 時

問

場

内

時

場

内 時

定申

場

内 時

場

内 時

定

料

申 対

場

時

場内 時

定

料

申 対

場

内 時定

他

申

対

場 時

定

申 対

定

申

対

場

内

時

定申 対

場

内 時申 場内 時

定

料

申 対

場

時

定

料申

場

内内 時

定

料

申 場 時

定

料

講申

場

時

いきいきセミナー参加者募集
（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

●
６
月
１
日
㈯
14
時
50
分
か
ら

●
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
元
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
本
柳

和
也
さ
ん
や
マ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
ル
ー
ム

代
表
の
高
島
誠
さ
ん
な
ど
に
よ
る
講
演

●
先
着
１
５
０
人

●
５
月
７
日
㈫
か
ら
平
日
９
時
～
11
時
に
電

話
で
舞
鶴
赤
十
字
病
院（
☎
75
・
８
０
４
６
）へ
。

定申 場内 時

広報まいづる４月 16 日号の３㌻「催し」の記事の「まいづる「春ハイキング」」において誤りがありました。
❖観光商業課…誤）（☎ 62・1024） → 正）（☎ 66・1024）お詫び



広
報

ま
い

づ
る

５
月

１
日

号
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300）

編
集

・
広

報
広

聴
課

（
☎

66・
1041、

ＦＡＸ
62・

7951）
印

刷
・

有
限

会
社

み
ど

り
印

刷

〈
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
〉

http://w
w

w
.city.m

aizuru.kyoto.jp/
舞

鶴
市

役
所

へ
の

郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。

◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

【
日
時
】

　
５
月
18
日
㈯
10
時
か
ら

【
場
所
】

　
総
合
文
化
会
館

【
内
容
】

①
功
績
者
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
、
観
光
や
福
祉
、
地

域
活
動
な
ど
の
分
野
で
市
政
の
発
展
に

貢
献
が
あ
っ
た
団
体
・
個
人
を
表
彰

②
70
年
の
歩
み
の
紹
介

　
市
制
施
行
後
70
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
本
市
が
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
パ
ネ
ル

や
映
像
で
紹
介

③
舞
鶴
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
披
露

　
市
民
な
ど
か
ら
公
募
し
た
フ
レ
ー
ズ

を
組
み
合
わ
せ
完
成
し
た
歌
を
披
露

④
高
等
教
育
機
関
等
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト

　
市
内
の
高
等
教
育
機
関
等
に
よ
る
吹

奏
楽
の
演
奏
や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
合
唱
の
披
露

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
（
☎
66
・

１
０
４
２
）
へ
。

市
制
施
行
70
周
年

５
月
18
日
、
記
念
式
典

国際色豊かなファッションショー

　新進気鋭のアジアの魅力あるデザイナーとファッシ
ョン業界が、世界に対してアジアのデザイン力をアピ
ールするとともに、世界のメディアやクリエイティブ
産業に対して強烈なメッセージを発信します。

▶詳しくは、文化振興課（☎ 66・1019）へ。

アセアンファッションウィーク組織委員会代表
アーウィン シャーマ氏からのメッセージ

５月 28 日（火）～ 31 日（金）、赤れんがパーク
主催：アセアンファッションウィーク組織委員会
参加国：A

ア セ ア ン

SEAN や中央アジアなど 23 の国と地域
内容：❖ファッションショー❖ファッショントレイン
　　　❖アジアファッションの展示会  など


